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「
高
根
沢
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

（
以
下
「
条
例
」）
が
、
第
３
２
３
回
町
議
会

定
例
会
に
提
案
さ
れ
、
６
月
10
日
の
本
会
議

に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

当
条
例
は
、
地
方
分
権
時
代
に
相
応
し
い

町
民
と
自
治
体
の
関
係
、
町
政
運
営
の
基
本

理
念
や
原
則
、
そ
し
て
こ
れ
ら
を
実
現
す
る

た
め
の
基
本
的
な
仕
組
み
の
あ
り
方
等
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
、
平
成
18
年
９
月
に
町
長

の
諮
問
機
関
と
な
る
高
根
沢
町
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
検
討
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」）

を
設
置
し
、
策
定
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

協
議
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
11
月
に
開
催

さ
れ
た
15
回
目
の
検
討
事
項
を
も
っ
て
当
委

員
会
の
意
見
が
集
約
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
翌

12
月
に
町
長
へ
の
答
申
書
の
提
出
に
至
り
ま

し
た
。

町
で
は
こ
の
答
申
を
受
け
て
、
町
民
の
皆

さ
ま
及
び
庁
内
か
ら
意
見
・
提
案
を
募
集

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
し
、
そ
の
後
、

町
経
営
会
議
、
町
議
会
全
員
協
議
会
に
お
い

て
協
議
、
こ
れ
ら
の
経
過
、
結
果
を
経
て
今

議
会
に
議
案
と
し
て
上
程
し
、
制
定
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

約
１
年
10
ヶ
月
の
歳
月
を
か
け
て
策
定
を

進
め
て
き
た
「
町
の
憲
法
」
と
も
呼
べ
る
こ

の
条
例
は
、
本
町
に
お
け
る
自
治
の
基
本
理

念
を
明
ら
か
に
し
、
町
民
、
町
議
会
、
町
の

役
割
、
さ
ら
に
協
働
の
ル
ー
ル
な
ど
を
定
め

て
町
民
の
皆
さ
ま
及
び
町
の
共
通
の
指
針
と

し
て
い
く
も
の
で
す
。

条
例
の
施
行
後
は
、
条
例
本
文
に
対
す
る

趣
旨
や
解
説
を
加
え
た
冊
子
を
作
成
し
、
広

く
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で

す
。

2Eメールアドレス　kyoudou@town.takanezawa.tochigi.jp 広報たかねざわ

高
根
沢
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

〜
町
民
の
皆
さ
ま
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
〜

高根沢町まちづくり基本条例　構成図

高
根
沢
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

目
的
・
基
本
理
念

基
本
原
則

そ
の
他

ま
ち
づ
く
り
の
主
体

ま
ち
づ
く
り
の
原
則（
制
度
等
）

まちづくり基本
条例の目的・理
念及び最高規範
性を規定

第 1章　総則

　第 1条　目的

　第２条　まちづくりの基本理念

　第３条　条例の位置付け

　第４条　定義

理念に基づきま
ちづくりを行う
ための基本原則
を規定

町民の権利及び
町民・議会・町
がまちづくりに
果たすべき役割
を規定

まちづくりのた
めの制度や仕組
みを規定

条例の定期的検
証を規定

第２章　まちづくりの基本原則
　第５条　協働の仕組みづくり
　第６条　情報の共有
　第 7条　コミュニティ

第３章　町民
　第８条　町民の権利
　第９条　町民の責務

第４章　町議会
　第 10 条　議会の責務
　第 11 条　議員の責務

第６章　行政運営の原則
　第 14 条　地域経営計画
　第 15 条　行政評価
　第 16 条　説明責任
　第 17 条　情報公開
　第 18 条　個人情報の保護
　第 19 条　パブリックコメント
　第 20 条　行政手続
　第 21 条　財政

第７章　住民投票
　第 22 条　住民投票

第８章　交流及び連携
　第 23 条　他の自治体
　　　　　等との関係
　第 24 条　国際交流及
　　　　　び連携

第５章　町
　第 12 条　町の責務
　第 13 条　町長の責務

前　　文

第９章　雑則
　第 25 条　条例の検証及び見直し



ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
制
定
に
と
も
な

い
、
こ
の
条
例
の
実
効
性
を
担
保
す
る
た
め

の
「
住
民
協
働
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

条
例
の
最
終
的
な
目
的
が
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
礎
と
し
た
「
自
立
し
た
自
治
の
実
現
」

を
目
指
す
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
、
具
体
的
な
手
法
や
協
働
の
あ
り

方
、
様
々
な
段
階
に
お
け
る
町
民
参
画
の
仕

組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
当
計
画
の
中
で
具
現

化
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
を
一
緒
に
協
議
し
て
い
た
だ
く

委
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◆
委
員
の
役
割

検
討
委
員
会
に
出
席
し
、「
住
民
協
働
推

進
計
画
」
の
策
定
に
向
け
て
、
現
検
討
委
員

（
公
募
委
員
・
学
識
経
験
委
員
・
議
会
推
薦

委
員
・
副
町
長
の
計
14
名
）
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
議
論
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
任
期

８
月
か
ら
町
長
へ
の
答
申
が
完
了
す
る
ま
で

◆
募
集
人
数

２
名
（
高
根
沢
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

検
討
委
員
会
設
置
要
綱
の
規
定
に
基
づ
く
）

◆
応
募
条
件

18
歳
以
上
の
町
内
在
住
者
・
在
勤
者

※
た
だ
し
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
ま

た
は
常
勤
の
公
務
員
で
な
い
方

◆
応
募
方
法

委
員
に
応
募
す
る
理
由
・
動
機
（
自
ら
の

地
域
活
動
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
状
況
で
も
可
）
を
記
載
し
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
担
当
宛
て
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙
は
、
町
住
民
課
、
町
図
書
館
３

館
（
中
央
館
・
仁
井
田
分
館
・
上
高
根
沢
分

館
）
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.tow

n.takanezaw
a.

tochigi.jp/

）か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

提
出
は
、
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
と
し
ま
す
。
な
お
、
提
出

書
類
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承

願
い
ま
す
。

◆
選
考
方
法

応
募
用
紙
を
も
と
に
書
類
選
考
し
ま
す
。

◆
会
議
の
開
催

概
ね
月
１
回
程
度
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

◆
委
員
の
報
償

町
の
規
定
に
基
づ
き
報
償
を
支
給
し
ま

す
。

◆
募
集
締
切

７
月
22
日（
火
）
必
着

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

〒
３
２
９
―
１
２
９
２

高
根
沢
町
大
字
石
末
２
０
５
３

町
住
民
課
　
協
働
推
進
担
当

†

６
７
５
―
８
１
３
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
７
５
―
８
９
８
８

Ｅ
メ
ー
ル

kyoudou@
tow
n.takanezaw

a.tochigi.jp

広報たかねざわ URL（インターネットホームページ・アドレス）http://www.town.takanezawa.tochigi.jp/3

町
で
は
、
窓
口
用
封
筒
及
び
郵
便
用
封
筒

に
広
告
を
募
集
し
ま
す
。
窓
口
用
封
筒
は
、

住
民
課
総
合
窓
口
で
発
行
す
る
各
種
証
明
書

等
を
入
れ
る
た
め
の
封
筒
で
す
。
郵
便
用
封

筒
は
、
町
で
発
送
す
る
文
書
を
郵
送
す
る
た

め
の
封
筒
で
す
。
お
店
や
企
業
の
Ｐ
Ｒ
に
是

非
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
方
法

掲
載
を
希
望
す
る
方
は
、
７
月
15
日
（
火
）

ま
で
に
広
告
掲
載
申
込
書
に
広
告
原
稿
案
を

添
え
て
、
秘
書
広
報
課
広
報
公
聴
担
当
ま
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。広
告
掲
載
申
込
書
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.tow

n.
takanezaw

a.tochigi.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
申
込
み
多
数
の
場
合
に
は
、

原
則
と
し
て
申
込
み
順
に
よ
り

広
告
主
を
決
定
し
ま
す
。

な
お
、
お
申
込
み
に
あ
た
っ

て
は
、「
高
根
沢
町
広
告
事
業
実

施
要
綱
」、「
高
根
沢
町
広
告
掲

載
基
準
」
及
び
「
高
根
沢
町
窓

口
用
封
筒
広
告
掲
載
取
扱
要
領
」

又
は
「
高
根
沢
町
郵
便
用
封
筒

広
告
掲
載
取
扱
要
領
」
を
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
秘
書
広
報
課
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

町
秘
書
広
報
課

広
報
公
聴
担
当

†
６
７
５
―
８
１
０
２

F
A
X
６
７
５
―
２
４
０
９

Ｅ
メ
ー
ル

kouhou@
tow
n.takanezaw

a.
tochigi.jp

「
窓
口
用
封
筒
・
郵
便
用
封
筒
」
に

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

住
民
協
働
推
進
計
画
の
策
定
に
向
け
て

委
員
を
募
集
し
ま
す

封入口

10 ㎝

5㎝ A

B

C

◆
募
集
の
内
容

封
筒
の
種
類

封
筒
規
格

掲
載
位
置

掲
載
枠
数

規　
　
　

格

刷　
　
　

色

作
成
枚
数

掲
載
料
金

掲
載
期
間

窓
口
用
封
筒

郵
便
用
封
筒

長
形
３
号

封
筒
の
裏
面
（
左
図
の
と
お
り
）

３
枠
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
）

縦
５
㎝×

横
10
㎝
（
１
枠
当
た
り
）

単
色
刷
（
封
筒
の
表
面
の
刷
色
と
同
色
）

１
０
，
０
０
０
枚

１
５
，
０
０
０
円
（
１
枠
当
た
り
）

８
月
か
ら
在
庫
が
な
く
な
る
ま
で
（
約
半
年
）

（封筒の裏面）



町
で
は
、
平
成
19
年
９
月
に
「
食
育
」
と

「
地
産
地
消
」
推
進
の
た
め
の
『
ハ
ー
ト
ご

は
ん
条
例
』
を
制
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
条
例
に
基
づ
い
て
、
継
続
的
か
つ
総
合

的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
現
在
、

「
食
育
地
産
地
消
推
進
行
動
計
画
」
の
策
定

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
食
育
地
産

地
消
推
進
委
員
会
の
協
議
の
中
で
、
５
つ
の

行
動
目
標
（
案
）
を
ま
と
め
ま
し
た
。

町
民
が
実
践
す
る
行
動
目
標
（
案
）

a
規
則
正
し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け
ま

し
ょ
う

s
自
然
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
心
を
育
み

ま
し
ょ
う

d
旬
の
食
材
を
食
卓
に
の
せ
ま
し
ょ

う
f
生
産
者
と
消
費
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
ま
し
ょ
う

g
郷
土
料
理
や
伝
統
料
理
（
行
事
食
）

を
学
び
伝
え
ま
し
ょ
う

こ
の
行
動
目
標
（
案
）
を
実
践
で
き
る
よ

う
、
家
庭
、
学
校
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
地

域
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
（
事
業
）
を

行
っ
た
ら
よ
い
か
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の

ご
意
見
や
ご
提
案
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間

７
月
７
日
（
月
）
〜
22
日
（
火
）
ま
で
　

◆
ご
意
見
・
ご
提
案
の
提
出
方
法
等

ご
意
見
・
ご
提
案
は
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
担
当
宛

て
ご
提
出
く
だ
さ
い（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
）。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.tow

n.
takanezaw

a.tochigi.jp/

）
か
ら
記
入
用
紙

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

な
お
、
電
話
に
よ
る
ご
意
見
・
ご
提
案
は

お
受
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま

す
。

◆
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

ご
記
入
い
た
だ
い
た
住
所
、
氏
名
等
の
個

人
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
根
沢
町
個
人

情
報
保
護
条
例
に
従
っ
て
適
切
に
管
理
し
、

公
表
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

◆
提
出
・
問
合
せ
先

〒
３
２
９
ー
１
２
２
５

高
根
沢
町
大
字
石
末
１
８
２
５

町
健
康
福
祉
課
　
食
育
推
進
担
当

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

†
６
７
５
―
４
５
５
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
７
５
―
６
９
９
９

Ｅ
メ
ー
ル

syokuiku@
tow
n.takanezaw

a.tochigi.jp

4Eメールアドレス　syokuiku@town.takanezawa.tochigi.jp 広報たかねざわ

あ
な
た
も
一
緒
に
食

あ
な
た
も
一
緒
に
食
育
・
地
産
地
消
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

地
産
地
消
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
一
緒
に
食

あ
な
た
も
一
緒
に
食
育
・
地
産
地
消
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

地
産
地
消
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
一
緒
に
食
育
・
地
産
地
消
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？



１
・
正
し
い
食
生
活
づ
く
り
事
業

【
健
康
福
祉
課
】

①
乳
幼
児
健
診
・
相
談
時
の
栄
養
相
談

お
子
さ
ん
の
月
齢
に
合
わ
せ
て
、
栄
養
士

が
離
乳
食
や
幼
児
食
の
相
談
を
受
け
た
り
、

食
事
の
す
す
め
方
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

②
離
乳
食
教
室

離
乳
食
が
開
始
さ
れ
て
間
も
な
い
時
期
に

開
催
し
、
内
容
や
与
え
方
な
ど
を
お
話
し
し

て
い
ま
す
。

③
遊
び
の
教
室

『
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
広
場
』
で
の
食
育
体

験
＆
食
指
導
。

④
お
や
こ
料
理
教
室

小
学
生
・
中
学
生
の
親
子
を
対
象
に
、
料

理
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

⑤
食
生
活
改
善
推
進
団
体
連
絡
協
議
会

（
食
改
）
の
活
動

食
に
関
す
る
知
識
を
習
得
し
、
正
し
い
食

生
活
普
及
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

⑥
健
康
診
査
結
果
説
明
会

⑦
血
液
サ
ラ
サ
ラ
教
室

⑧
病
態
栄
養
相
談

成
人
を
対
象
に
、
生
活
習
慣
病
予
防
・
改

善
の
た
め
に
、
栄
養
指
導
や
健
康
教
室
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

２．
簡
単
朝
ご
は
ん
レ
シ
ピ
集
作
成

【
健
康
福
祉
課
】

一
日
の
ス
タ
ー
ト
の
活
力
と
し
て
と
て
も

大
切
な
「
朝
ご
は
ん
」
に
着
眼
し
、
バ
ラ
ン

ス
良
く
栄
養
た
っ
ぷ
り
の
朝
ご
は
ん
が
簡
単

に
作
れ
る
レ
シ
ピ
集
を
作
り
ま
す
。

レ
シ
ピ
は
町
民
の
皆
さ
ん
よ
り
応
募
の
あ

っ
た
も
の
や
町
食
生
活
改
善
推
進
団
体
連
絡

協
議
会
、
町
栄
養
士
が
考
え
た
も
の
を
掲
載

し
ま
す
。

３．

生
産
者
と
食
べ
よ
う
給
食
会

【
こ
ど
も
み
ら
い
課
】

小
中
学
校
に
お
い
て
、
生
産
者
か
ら
米
や

野
菜
の
生
産
内
容
や
収
穫
に
つ
い
て
話
を
聞

き
な
が
ら
、
一
緒
に
学
校
給
食
を
食
べ
る

「
給
食
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

４．

親
子
ど
ろ
ん
こ
道
場【

生
涯
学
習
課
】

一
、
親
子
で
ど
ろ
ん
こ
に
な
り
、
楽
し
み
ま

す

一
、
土
に
ふ
れ
作
物
を
育
て
ま
す

一
、
自
分
で
収
穫
し
た
作
物
（
大
地
の
恵
み
）

を
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
す

一
、
田
ん
ぼ
や
畑
の
生
き
物
を
観
察
し
ま

す

を
「
道
場
訓
」
と
し
て
、
小
学
生
と
そ
の
親
を

対
象
と
し
た
体
験
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

５．

農
産
物
直
売
農
家
指
定
事
業

【
産
業
課
】

農
家
と
消
費
者
の
距
離
を
近
づ
け
る
こ
と

に
よ
り
、
安
心
で
安
全
な
地
元
農
産
物
が
供

給
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
直
売
農
家
登
録
制

を
実
施
。
現
在
、「
の
う
さ
ん
物
直
売
屋
」

と
し
て
32
戸
の
農
家
が
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。

広報たかねざわ URL（インターネットホームページ・アドレス）http://www.town.takanezawa.tochigi.jp/5

遊びの教室に参加した際、保健センター前に作られた菜
園に野菜の苗や種をまき、収穫するまで世話をしていま
す。

簡単ごはんやおやつについて栄養士がお話し
しています。

親子で楽しくワイワイクッキング♪

食改もおやこ料理教室で食指導をお手伝いし
ています。

町
が
取
り
組
む
主
な
食
育
・
地
産
地
消
推
進
事
業



平成２１年度採用　高根沢町職員採用試験のご案内
◆申込み受付期間　平成２０年７月７日（月）～８月１２日（火）

◆受付時間　　　　8：30～17：30（土・日・祝日を除く）

◆申込み・問合せ先

◆職種・予定人員及び受験資格

◆試験の日程及び内容

職　　　種

一　般　事　務
（主事）

採用予定人員

若干名

受　験　資　格

平成３年４月１日以前に生まれた方

平成２０年９月２１日（日）
受　　付 ８：３０～　９：００
教養試験 ９：３０～１１：３０
適応検査 １１：５０～１２：２０

教養試験：社会、人文及び自然に関する一般知識並びに文章理解、判断推理、数的推理及び資料
解釈に関する一般知能について、択一式の筆記試験

適応検査：社会人としての適応性を測る検査

論文試験：公務員として必要な表現力、論理性、判断力等をみるための記述式試験
口述試験：主として人柄、性格等をみるための個別面接試験

平成２０年１０月６日（月）
高根沢町役場前掲示板及び高根沢町ホーム
ページに掲示するほか合格者に通知します。

栃木県立
矢板東高等学校

平成２０年１０月下旬
論文試験　
口述試験

平成２０年１０月下旬
高根沢町役場前掲示板及び高根沢町ホーム
ページに掲示するほか第2次試験受験者全
員に通知します。

高根沢町役場

第
一
次
試
験

第
二
次
試
験

区分 日　　　　　　　時 場　　　　所 合　格　発　表

◆受験手続
①申込用紙の請求　直接、町総務課総務担当へ請求してください。

郵送で請求する場合は、封筒の表に「試験申込用紙請求」と朱書きし、120円切手を貼っ
た宛先明記の返信用封筒（角型２号：Ａ４サイズ）を同封のうえ、請求してください。

②申込み方法　　　「高根沢町職員採用試験申込書」に必要事項を記入し、期日までに町総務課総務担当宛に申
込みください。郵送による申込みは、封筒の表に「高根沢町職員採用試験申込」と朱書きの
うえお送りください。８月12日（火）までの消印のあるものに限り受付けます。受験票に
貼付する写真を１枚併せて提出してください（採用試験申込書貼付の写真と同じもの）。

次の各号のいずれかに該当する方は受験できません。
（１）日本の国籍を有しない方
（２）成年被後見人又は被保佐人
（３）禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又は執行を受けることがなくなるまでの方
（４）高根沢町職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過していない方
（５）日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党そ

の他の団体を結成し、又はこれに加入した方

◆採　用
最終合格者は、平成２１年４月１日採用予定です。

〒３２９－１２９２　高根沢町大字石末２０５３　町総務課　総務担当　1６７５－８１０１
高根沢町職員採用試験申込書の様式は、町ホームページ（http://www.town.takanezawa.tochigi.jp/）からも
ダウンロードできます。
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№ 事　　業　　名 実　施　団　体

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

次世代実行委員会

熱気球ふれあい事業

①メロディBOX
②もう一つのマラソン大会
「いつでもLaLaLa」
童謡ボランティア

高根沢町リーダース活動

五行川で遊ぼう
（なまず祭り）
阿久津小学校図書ボラン
ティア
阿久津中学校支援ボラン
ティア

さわやか子供広場

ふれあいコンサート

絵本を通して親子の
ふれあい

三世代ふれあい活動

高根沢町青少年武道大会

児童生徒書き初め席書大会

次世代実行委員会
熱気球ふれあい事業
実行委員会
特定非営利活動法人
わかば

童謡をうたう会

高根沢リーダースク
ラブ

なまず会

阿久津小学校図書ボ
ランティア
阿久津中学校支援ボ
ランティア

北小学校　親父の会

ほっとたいむ

にじいろ保育園
保護者会
西下三世代ふれあい
活動
青少年武道大会実行
委員会
児童生徒書き初め席
書大会実行委員会

事 業 概 要 お よ び 目 的

毎月第３日曜日の「家庭の日」を周知し、育児休暇、子育て等を支援する。
熱気球の搭乗体験等を通して、親同士やボランティア、障がい児とのふ
れあいにより、障がい者への理解を深める機会をつくる。
音楽やマラソンを通して、障がい者が多くの方々との交流する機会を提
供し、障がい者への理解を深める。
わらべ歌・童謡を伝承し、歌詩の美しい日本語・情緒豊かな表現により
人を愛する心・豊かな心・自然を大切にする心を育てる。
子ども会への協力や地域社会への奉仕、自己の向上のため、中高生によ
るボランティア活動を行う。
地域の子どもたちに地域全体でさまざまな自然体験･交流を経験させ、
ふるさと意識の向上を図る。
図書室の有効で快適な活用を促進し、子どもたちが本の楽しさを知り、
本を好きになる機会を提供する。
学校の状況理解と生徒理解を図り、アフタースクール等の活動を通し、
より良い学校環境作りと人間関係を築くことを目指す。
今の子どもたちに、「生きる力」を少しでも身につけさせてあげるため
に、学校、家庭、地域が一体となって様々な活動に取り組む。
プロの演奏家の方々とふれあい、身近に本物の音楽を感じてもらい、子
どもたちの感受性を豊かにする。
親子のふれあいを深めるため、「読あそび」という手法で子どもたちに
絵本や物語の持つ面白さを伝え、情緒豊かな子どもの育成を図る。

世代間の人間関係の醸成、伝統文化等の継承、地域活動の円滑化を図る。

各教室で日ごろから養ってきた精神力・技術の向上を見極めるとともに、
参加者相互の親睦を図る。
新年を迎えると同時に、心に決めた夢と希望を湧き立たせ、書道を通し
て伝統的日本文化の意識を高め、心のケアと交流を図る。

～今年も多額の寄付をありがとうございます～～今年も多額の寄付をありがとうございます～～今年も多額の寄付をありがとうございます～
小山文化スポーツ振興基金小山文化スポーツ振興基金小山文化スポーツ振興基金小山文化スポーツ振興基金小山文化スポーツ振興基金

高根沢町の名誉町民である小山正夫さん（石末出身＝現在埼玉県在住、会社会長）から、「町制50周年を記
念して」ならびに「青少年の健全育成のために」と多額の寄付をいただきました。
小山さんからの寄付は、昭和55年に始まりそれ以来毎年いただいております。町では、その寄付金により

「小山文化スポーツ振興基金」を創設し、「高根沢町の将来を担う青少年を、地域の力で、文化やスポーツ活
動を通し健全育成したい」という小山さんの意思に基づく事業を、町民の皆さまからの公募事業として実施
しています。
なお、今年度の実施事業は次のとおりです。

平成20年度小山文化スポーツ振興基金事業

熱気球ふれあい事業

なまず祭りのカヌー体験

もう一つのマラソン大会 三世代ふれあい活動の
ぼうじぼ作り

昨年度の事業の様子
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長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
で
は
、
皆
さ

ん
の
納
め
る
保
険
料
が
大
切
な
財
源
で
す
。

保
険
料
の
求
め
方

保
険
料
は
、
被
保
険
者
個
人
単
位
で
算
定
・
賦
課
し
ま

す
。
保
険
料
率
は
原
則
と
し
て
県
内
均
一
で
す
。

①
均
等
割
は
、
全
員
が
等
し
く
負
担
す
る
も
の
で
す
。

②
所
得
割
は
、
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
も
の
で
す
。
今
年

度
の
保
険
料
は
平
成
19
年
中
の
所
得
を
も
と
に
計
算
し

ま
す
。

軽
減
措
置
に
つ
い
て

所
得
の
少
な
い
世
帯
の
被
保
険
者
に
は
、
７
割
・
５

割
・
２
割
の
軽
減
措
置
が
行
わ
れ
ま
す
。

被
用
者
保
険
（
社
会
保
険
等
）
の

被
扶
養
者
だ
っ
た
方
の
軽
減

被
用
者
保
険
（
社
会
保
険
等
）
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方

は
、
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

10
月
か
ら
３
月
ま
で
の
保
険
料
も
所
得
割
が
免
除
さ
れ
、

均
等
割
が
９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。
納
入
通
知
書
は
10
月
中

旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

保
険
料
の
納
入
方
法

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
の
納
入
方
法
に
は
、
次
の

２
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

１．

特
別
徴
収

年
金
か
ら
天
引
き
で
納
め
て
い
た
だ
く
方
法
で
す
。
年

金
か
ら
天
引
き
に
な
る
方
は
、
次
の
２
つ
に
該
当
す
る
方

で
す
。

①
年
金
の
年
額
が
18
万
円
以
上
で
あ
る

②
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
保
険
料
の
合
計
が
年
金
額

の
２
分
の
１
を
超
え
な
い

年
金
支
給
月
に
合
わ
せ
て
、
１
年
分
の
保
険
料
を
６
回

に
分
け
て
納
め
ま
す
。
該
当
す
る
方
に
は
、
４
月
に
特
別

徴
収
開
始
通
知
を
お
送
り
し
、
４
月
か
ら
天
引
き
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

２．

普
通
徴
収

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
め
て
い
た
だ
く
方
法
で

す
。
特
別
徴
収
に
該
当
し
な
い
方
や
、
年
度
途
中
か
ら
加

入
し
た
方
、
保
険
料
に
変
更
が
あ
っ
た
方
な
ど
が
納
め
る

方
法
で
す
。
１
年
分
の
保
険
料
を
７
月
か
ら
２
月
ま
で
の

８
回
に
分
け
て
納
め
ま
す
。
今
年
度
の
普
通
徴
収
の
納
入

通
知
書
は
、
７
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

※
６
月
12
日
の
政
府
決
定
に
お
い
て
、
軽
減
割
合
を
拡
大
す

る
こ
と
や
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
は
年
金
か
ら
の
天

引
き
を
口
座
振
替
に
変
更
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
通
知
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

○
保
険
料
に
関
す
る
こ
と

町
住
民
課
　
税
務
担
当

1
６
７
５
―
８
１
０
３

○
保
険
証
・
資
格
に
関
す
る
こ
と

町
住
民
課
　
総
合
窓
口
担
当

1
６
７
５
―
８
１
０
０

平
成
20
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書
を
、

７
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。
納
期
は
７
月
か
ら
２
月
ま

で
の
８
期
で
す
。
納
期
限
を
守
っ
て
納
め
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
も
特
別
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

10
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
も
特
別
徴
収
（
世
帯
主
の
年

金
か
ら
の
天
引
き
）
が
始
ま
り
ま
す
。
特
別
徴
収
で
納
め

て
い
た
だ
く
方
は
、
次
に
該
当
す
る
方
で
す
。

①
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
全
員
65
歳
以
上
75
歳

未
満
で
あ
る

②
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

③
世
帯
主
の
年
金
受
給
額
が
、
年
間
18
万
円
以
上
で
あ
る

④
国
民
健
康
保
険
税
と
世
帯
主
の
介
護
保
険
料
の
合
計
が
、

世
帯
主
の
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い

該
当
す
る
世
帯
は
、
７
・
８
・
９
月
の
３
期
分
を
普
通

徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）
で
納
め
て
い
た
だ
き
、

10
月
の
年
金
か
ら
天
引
き
が
始
ま
り
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
保
険
税
を
滞
納
す
る
こ
と
な
く
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
る
方
で
、
こ
れ
か
ら
の
保
険
税
を
口
座
振
替

に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
年
金
か
ら
の
天
引

き
を
口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す
。
詳
細
が
決
ま
り
次

第
、
通
知
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

○
保
険
料
に
関
す
る
こ
と

町
住
民
課
　
税
務
担
当

1
６
７
５
―
８
１
０
３

○
保
険
証
・
資
格
に
関
す
る
こ
と

町
住
民
課
　
総
合
窓
口
担
当

1
６
７
５
―
８
１
０
０

長
寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）保
険
料
の
お
知
ら
せ

①均等割
３７，８００円

②所得割
（総所得－33万円）

×7.14％

1年分の保険料
(上限50万円)

＋

＝

国
民
健
康
保
険
税
の

国
民
健
康
保
険
税
の

　

納
税
通
知
書
を

　

納
税
通
知
書
を

　
　
　
　

お
送
り
し
ま
す

　
　
　
　

お
送
り
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
の

　

納
税
通
知
書
を

　
　
　
　

お
送
り
し
ま
す



広報たかねざわ URL（インターネットホームページ・アドレス）http://www.town.takanezawa.tochigi.jp/9

◆
全
県
下
一
斉
の
取
り
組
み

納
税
の
公
平
と
税
収
の
確
保
を
図
る
た

め
、
７
〜
８
月
を
「
市
町
村
税
徴
収
強
化
月

間
２
０
０
８
夏
」
と
し
て
、
栃
木
県
と
の
協

働
に
よ
り
、
全
県
下
一
斉
に
徴
収
の
強
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

◆
三
位
一
体
改
革
と
税
源
移
譲

昨
年
、
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
り
国
か
ら

の
補
助
金
や
負
担
金
が
削
減
さ
れ
、
そ
の
分

が
住
民
税
（
地
方
税
）
に
移
し
替
え
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
財
源
で
は
な
く
税
源
の
移

譲
な
の
で
、
住
民
税
の
収
入
率
が
低
い
と
、

町
の
歳
入
は
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

（
※
住
民
税
が
増
え
た
分
、
所
得
税
は
減
っ

て
い
ま
す
）。

こ
の
こ
と
は
、
町
の
予
算
に
占
め
る
町
税

の
割
合
が
、
大
き
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し

て
い
ま
す
。

税
収
が
確
保
で
き
な
い
場
合
、
予
定
し
て

い
た
事
業
が
行
え
な
く
な
っ
た
り
、
必
要
な

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
支
障
を
き
た
し
た

り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
一
人
ひ
と
り
が
高
根
沢
町
を
支
え
る

こ
れ
か
ら
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
な
役
割
を
担

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
で
は
な
く
、
納
税

者
で
あ
る
皆
さ
ん
が
自
分
た
ち
の
町
を
支
え

て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

◆
自
主
的
な
納
付

町
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
自
主
的
な
納
付

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
納
付
期
限
等
を
過
ぎ

て
も
納
付
が
な
い
場
合
は
、
滞
納
処
分
（
具

体
的
に
は
、
差
押
や
公
売
等
）
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
差
押
財
産
有
無
の

た
め
、
滞
納
者
の
住
居
や
事
業
所
へ
の
捜
索
、

自
動
車
差
押
の
た
め
の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
（
写

真
）
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
滞
納
処
分

を
し
な
く
て
も
よ
い
よ
う
に
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
一
人
ひ
と
り
の
納
税
意
識
向
上
と
、
自

主
的
な
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
町
で
は
税
収
等
の
確
保
に
向
け
て
、
次
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
】

■
納
税
相
談

町
税
等
を
納
期
限
内
に
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
方
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
納
税
催
告
　

納
付
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
方
に
対

し
、
督
促
状
・
催
告
書
等
の
送
付
、
電
話
催

告
、
自
宅
訪
問
、
勤
務
先
訪
問
を
行
い
ま
す
。

■
財
産
調
査

滞
納
者
の
財
産
に
つ
い
て
、
官
公
署
、
金

融
機
関
、
保
険
会
社
、
通
信
機
関
等
に
対
し

て
調
査
を
行
い
ま
す
。

■
給
与
調
査

滞
納
者
の
給
与
を
差
押
す
る
た
め
、
勤
務

先
に
対
し
給
与
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

■
滞
納
処
分

調
査
し
た
不
動
産
・
預
貯
金
や
生
命
保

険
、
給
与
の
ほ
か
、
自
動
車
等
の
差
押
を
行

い
ま
す
。
差
押
後
も
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、

差
押
財
産
の
公
売
・
取
立
を
行
い
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

町
住
民
課
　
収
納
対
策
担
当
　

1
６
７
５
―
８
１
２
４

こ
の
ほ
ど
、
町
内
28
の
企
業
や
事
業
所
か

ら
町
に
、
歩
行
者
用
横
断
旗
３
２
０
本
、
ポ

ー
ル
64
基
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
交
通
事
故
の
な
い
「
安
心
・
安

全
な
町
づ
く
り
」
の
た
め
、
役
立
て
て
欲
し

い
と
の
願
い
を
込
め
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

さ
っ
そ
く
、
町
内
の
交
差
点
等
に
設
置
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

な
お
、
寄
贈

い
た
だ
い
た
企

業
、
事
業
所
の

名
称
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

㈲
増
渕
工
業
、
フ
タ
バ
飼
料
㈱
、
㈲
荒
井
製

作
所
、
加
藤
か
つ
ま
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
小

堀
畳
店
、
㈲
平
石
商
店
、
㈱
荻
原
組
、
増
渕

瓦
工
業
㈲
、
㈲
直
井
組
、
㈱
ホ
ー
プ
、
㈱
瀧

田
製
作
所
、
㈲
池
田
設
備
工
業
、
チ
エ
美
容

室
、
テ
イ
・
エ
ス
テ
ッ
ク
㈱
、
㈲
鶴
見
設
備

工
業
、
㈱
手
塚
興
業
、
㈲
宝
積
建
設
、
㈱
ア

ラ
イ
実
業
、
㈱
エ
ー
ス
ス
テ
ー
ジ
、
㈲
永
島

瓦
工
業
、
菅
又
病
院
、
さ
い
と
う
歯
科
医
院
、

本
田
技
研
工
業
㈱
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ガ
ス
㈱
高

根
沢
営
業
所
、
㈲
三
尾
谷
製
作
所
、
㈲
杉
村

興
産
、
㈲
佐
藤
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
、
マ
ニ

ー
㈱

納
税
す
ま
せ
て
夏
休
み

市
町
村
税
徴
収
強
化
月
間
２
０
０
８
夏



介護保険とは？
　40歳以上の方が保険料を納め、介護が必要になった
とき、ヘルパーによる訪問介護やデイサービス、介護保険
施設入所などの介護サービスが、１割の自己負担で利用
できる制度です。

平成18年度～20年度の保険料
高根沢町の
基準額

高根沢町で
介護保険給付に
かかる費用

高根沢町の６５歳以上の人数

６５歳以上の
人の負担分
（１９％）

（年額）
４４,６００円 ＝

×

介
護
保
険
料
の
決
ま
り
方

　

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
は
、今

後
３
年
間
で
ど
れ
く
ら
い
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
が
あ
る
か
を
予
測
し
て
、３
年
ご

と
に
見
直
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
〜
20
年
度
の
保
険
料
の

基
準
額
は「
年
額
４
４
，６
０
０
円
」で
す
。

　

個
人
の
保
険
料
は
、こ
の
基
準
額
を
も

と
に
所
得
に
応
じ
て
設
定
さ
れ
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
納
め
方

問
合
せ
先

　

町
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
で
納
め
る

「
普
通
徴
収
」と
、年
金
か
ら
の
天
引
き
で

納
め
る「
特
別
徴
収
」が
あ
り
ま
す
。

●

年
金
の
年
額
が
18
万
円
未
満
の
方

●

65
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
方

●

他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
ば
か
り
の
方

普
通
徴
収

　

７
月
中
旬
に
、町
か
ら
納
付
書
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、期
日
ま
で
に
金
融
機
関
な

ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

●

年
金
の
年
額
が
18
万
円
以
上
の
方

　

年
６
回
あ
る
年
金
の
支
払
い
の
際
に
、保

険
料
が
あ
ら
か
じ
め
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
下
旬
に
、町
か
ら「
介
護
保
険
料
特

別
徴
収
開
始
通
知
書
」を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、金
額
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

特
別
徴
収

　

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　
　
　

町
住
民
課　

税
務
担
当　

　
　
　
　
　

1
６
７
５
ー
８
１
０
３

　

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　
　
　

町
健
康
福
祉
課　

　
　
　
　
　

1
６
７
５
ー
８
１
０
５

　

医
療
保
険
の
保
険
料
と
一
緒
に
、介

護
保
険
分
を
合
わ
せ
て
納
め
ま
す
。

　

保
険
料
は
、加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
に
よ
り
算
定
方
式
が
異
な
り
ま
す
。

４０
歳
〜
６４
歳
の
方
の

　
　
　
　
　
　

保
険
料
は

※老齢福祉年金…明治44年４月１日以前に生まれた方などで、一定の所得がない方や、他の年金を受給できない方が
受けている年金です。

※合計所得金額…実際の「収入」から「必要経費の相当額」を差し引いた額です。
※激変緩和措置…平成17年度税制改正により、住民税が非課税から課税にかわった場合などに、保険料が急激に上

がることを緩和するため設けられた措置です。

・生活保護を受給している方

・老齢福祉年金の受給者で、世帯全員が住民税非課税
の方

22,300円

前年の合計所得金額＋課税年金収入額
が80万円以下の方

第１段階および第２段階に該当しない方

本人は住民税非課税の方

第１段階からの激変緩和措置対象者

第２段階からの激変緩和措置対象者

第３段階からの激変緩和措置対象者

前年の合計所得金額が200万円未満の方

第１段階からの激変緩和措置対象者

第２段階からの激変緩和措置対象者

第３段階からの激変緩和措置対象者

第４段階からの激変緩和措置対象者

前年の合計所得金額が200万円以上の方

22,300円

33,400円

44,600円

20年度 37,000円

20年度 37,000円

20年度 40,600円

55,800円

20年度 44,600円

20年度 44,600円

20年度 48,200円

20年度 51,700円

66,900円

保険料段階 保険料（年額）

世帯全員が
住民税非課
税で

世帯のだれ
かに住民税
が課税され
ていて

本人が住民
税課税で

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第6段階

第5段階

Eメールアドレス　fukusi@town.takanezawa.tochigi.jp 広報たかねざわ 10
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社会福祉協議会コーナー

町民広場福祉センター内
1675̶6953

4777

（社協だより）

高
校
生
サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

せ
っ
か
く
の
夏
休
み
！
福
祉
施
設
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
を
通
し
て
、
夏
休
み
を
有
意
義
な
も

の
に
し
ま
せ
ん
か
？

◆
内
容

町
内
の
保
育
園
・
児
童
施
設
・
障
が
い
者
施

設
・
老
人
施
設
等
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

◆
期
間

７
月
29
日（
火
）〜
８
月
２
日（
土
）

◆
対
象
者

町
内
在
住
の
高
校
生
及
び
高
根
沢
高
校
生
で
原

則
５
日
間
活
動
可
能
な
方

◆
体
験
施
設

・
た
か
ら
保
育
園
（
宝
積
寺
）

・
の
び
の
び
保
育
園
（
上
高
根
沢
）

・
に
じ
い
ろ
保
育
園
（
太
田
）

・
ひ
ま
わ
り
保
育
園
（
飯
室
）

・
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
【
児
童
館
】（
宝
積
寺
）

・
き
の
こ
の
も
り
【
児
童
館
】（
石
末
）

・
す
ま
い
る
【
障
害
児
学
童
保
育
】（
石
末
）

・
い
ぶ
き
の
里
【
障
害
者
授
産
施
設
】（
桑
窪
）

・
高
根
沢
の
ぞ
み
苑

【
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
】（
花
岡
）

・
高
根
沢
シ
ル
バ
ー
ホ
ー
ム

【
老
人
保
健
施
設
】（
石
末
）

・
フ
ロ
ー
ラ
【
ケ
ア
ハ
ウ
ス
】（
上
柏
崎
）

・
フ
ロ
ー
ラ
り
ん
く
る

【
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
】（
宝
積
寺
）

◆
申
込
締
切

７
月
18
日（
金
）

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

町
社
会
福
祉
協
議
会
1
６
７
５
―

４
７
７
７

ひ
と
り
親
（
母
子
・
父
子
）

家
庭
交
流
事
業
開
催

夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
と
し
て
「
東
京
デ
ィ

ズ
ニ
ー
シ
ー
」
を
親
子
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

◆
日
に
ち

７
月
26
日（
土
）

◆
資
　
格

ひ
と
り
親
（
母
子
・
父
子
）
家
庭
の
親
子

※
４
歳
以
上

◆
参
加
費
　
一
人
　
１，
０
０
０
円

◆
出
　
発

11
時
町
民
広
場
発

◆
到
　
着

23
時
50
分
町
民
広
場
着
予
定

◆
申
込
締
切

７
月
11
日（
金
）先
着
45
名

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先
　

町
社
会
福
祉
協
議
会

1
６
７
５
――
４
７
７
７

「
広
報
た
か
ね
ざ
わ
」
朗
読
テ
ー
プ

を
無
料
配
布
し
て
い
ま
す

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
視
力
障
が
い
者
等

を
対
象
に
、「
広
報
た
か
ね
ざ
わ
朗
読
テ
ー
プ
」
を

無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

「
広
報
た
か
ね
ざ
わ
」
の
掲
載
記
事
を
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
み
す
ず
会
」
の
朗
読
に
よ
り
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
録
音
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
職

員
が
利
用
者
の
お
宅
に
お
届
け
し
ま
す
。
視
力
障

が
い
等
の
理
由
に
よ
り
広
報
を
読
む
こ
と
が
で
き

な
い
方
や
、
高
齢
に
よ
り
広
報
を
読
む
こ
と
が
困

難
に
な
っ
た
方
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

ご
家
族
や
ご
近
所
で
お
困
り
の
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先
　

町
社
会
福
祉
協
議
会

1
６
７
５
―
４
７
７
７

Takanezawa aino kikinn

た
か
ね
ざ
わ
愛
の
基
金

（
敬
称
略
）

zenni ginnkou

善
　
意
　
銀
　
行

○
仲
澤
克
己
（
文
挾
）

１
０
０，

０
０
０
円
　

亡
母
（
イ
チ
様
）
の
遺
志
に
よ
り
寄
付

○
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ー
ズ
さ
い
と
う
（
太
田
）

１
０，

８
８
８
円

フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ー
ズ
さ
い
と
う
店
内
募
金
箱
よ
り

愛
の
基
金
へ
寄
付

○
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
募
金
箱

９
９
５
円

福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
募
金
箱
よ
り
寄
付

○
加
藤
悦
雄
（
宇
都
宮
市
）

１
０
０，

０
０
０
円

町
の
地
域
福
祉
の
た
め
に
寄
付

○
手
塚
　
勉
（
亀
梨
）

５
０，

０
０
０
円

亡
父
（
春
夫
様
）
の
遺
志
に
よ
り
寄
付

○
須
藤
和
子
（
宝
積
寺
）

５
０，

０
０
０
円

亡
母
（
カ
ネ
様
）
の
遺
志
に
よ
り
寄
付

○
新
風
会

５
０，

０
０
０
円

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
を
愛
の
基
金
へ
寄
付

○
鶴
見
　
博
（
伏
久
）

１
０
０，

０
０
０
円

亡
父
（
光
央
様
）
の
遺
志
に
よ
り
寄
付

6
月
10
日
現
在
合
計
額１

３
６，

５
２
４，

８
９
３
円

○
須
藤
和
子
（
宝
積
寺
）

２
０，

０
０
０
円

亡
母
（
カ
ネ
様
）
の
遺
志
に
よ
り
町
母
子
寡
婦
福

祉
会
の
事
業
に
寄
付

○
中
国
大
地
震
救
援
金

５，

０
４
１
円

○
ミ
ャ
ン
マ
ー
サ
イ
ク
ロ
ン
災
害
救
援
金

２，

１
５
９
円

Yakubajyuminn madoguti kikinn

役
場
住
民
課
窓
口
募
金

６
月
10
日
現
在
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『
地
球
温
暖
化
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
』
を
派
遣
し
ま
す

次
の
よ
う
な
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
む
事
業
者
の
皆
さ
ん

を
支
援
す
る
た
め
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

免 除 の 種 類

4分の1免除

半 額 免 除

4分の3免除

全 額 免 除

月々の保険料
(定額14,100円)

10,810円

7,210円

3,600円

0円

189万円

141万円

93万円

57万円

335万円

282万円

230万円

162万円

5/6

2/3

1/2

1/3

１人世帯の場合の
免除になる所得制
限のめやす 

4人世帯の場合
の免除になる所
得制限のめやす

全額納付した場
合と比較した年
金受給額

【
失
業
に
よ
る
申
請
】

平
成
19
年
４
月
以
降
に
失
業
し
た
方
は
、
制
限
額
を
超

え
る
所
得
が
あ
っ
て
も
免
除
の
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
申
請
に
は
、
次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
と
き
、
申

請
に
よ
っ
て
国
民
年
金
保
険
料
が
全
額
ま
た
は
一
部
免
除

さ
れ
ま
す
。
７
月
は
更
新
月
で
す
。
継
続
申
請
の
対
象
に

な
っ
て
い
な
い
方
は
、
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

□本人、配偶者、世帯主ともに平成19年中の所得が制限額を超えないことが条
件です。
□「４人世帯」は、夫または妻のどちらかだけに所得があり、16歳未満の子ど
もが２人の場合の例です。あくまで目安ですので、詳しくは申請窓口までお
問合せください。
□免除された期間の保険料は、10年前までさかのぼって追納することができま
す。追納すると年金受給額は通常に戻ります。経済的に余裕ができた際には、
追納をおすすめします。
□前年の所得が未申告の方は審査ができませんので、申告していただいてから
申請受付をします。

☆免除の種類と所得制度のめやす☆

2011年（平成23年）７月24日までに今までのテレビ放送（地上アナログ放送）
は終了します。それ以降は、アナログテレビをお使いの方は、そのままではテ
レビ放送（デジタル放送）を見ることはできません。
地上デジタル放送を視聴するには、①地上デジタル放送対応のテレビに買い

換える、または②地上デジタルチューナーを買い足す方法があります。ただし、
①②とも地上デジタル対応のＵＨＦアンテナが必要です。
なお、ＢＳアナログ放送も地上アナログ放送と同じ2011年７月24日までに終

了します。詳しくは下記へお問合せください。
◆問合せ先
〇総務省地デジコールセンター（地上デジタル放送について）

†0570－07－0101（ナビダイヤル）
ＩＰ電話など、ナビダイヤルがつながらない場合　†03－4334－1111
平日９時～21時　土日祝９時～18時
〇ＢＳデジタル放送お問合せセンター（ＢＳデジタル放送について）

†0570－01－2011（ナビダイヤル）
ＩＰ電話など、ナビダイヤルがつながらない場合　†045－345－4080
平日９時～21時　土日祝９時～18時
〇（社）デジタル放送推進協会
ホームページ　http://www.dpa.or.jp

悪徳商法にご注意ください
テレビの調査会社やアンテナ工事業者を装って、地上デジタル放送を受信す

るための費用を不正に請求したり、工事の勧誘を行う例が起きています。
地上デジタル放送に関する誤った情報や不十分な情報に基づいて関連商品・

サービスを売りつける悪徳商法にご注意ください。

◆架空請求や詐欺にあった場合は
さ く ら 警 察 署　†682－0110
栃木県消費生活センター †665－7744
総務省関東総合通信局　†03－6238－1940 などへご相談ください。
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〇
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
対
策
を
進
め
た
い

〇
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
取
り
組
み
た
い
　
な
ど

◆
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
の
概
要

〇
派
遣
費
用
・
・
・
無
料

〇
対
象
者
・
・
・
県
内
に
工
場
や
事
業
場
を

設
置
し
て
い
る
事
業
者

◆
申
込
み
方
法
等

〇
県
環
境
森
林
政
策
課
に
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
選
定
、
派
遣
日
程
の
調
整
後
に
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
が
事
業
所
に
赴
き
ま
す
。

〇
派
遣
日
程
は
、
原
則
３
日
（
人
）
以
内
で
す
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

栃
木
県
環
境
森
林
部
環
境
森
林
政
策
課

地
球
温
暖
化
対
策
室
　
†
６
２
３
―
３
１
８
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.tochigi.jp/eco/kankyou/ondanka/

ondanka_advice.htm
l

犬
の
「
ふ
ん
」
の
後
始
末
は
飼
い
主
の
責
任
で
す

４
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
犬
の
ふ
ん
の
後
始

末
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
町
に
寄
せ
ら
れ
る
犬
の
ふ
ん
害

の
苦
情
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
散
歩
を
す
る
と
き
に
ト
イ
レ

を
済
ま
せ
る
の
で
は
な
く
、
家
で
の
ト
イ
レ
を
し
つ
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
犬
が
散
歩
中
に
ふ
ん
を
し
た
と

き
は
、
必
ず
持
ち
帰
り
適
切
な
方
法
で
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

犬
の
放
し
飼
い
に
つ
い
て
も
、
み
ん
な
の
迷
惑
と
な
り
ま
す

の
で
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
犬
に
と
っ
て
も
、
交
通
事
故

に
合
う
な
ど
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
散
歩
を
す
る
と
き
も
、

必
ず
リ
ー
ド
（
引
き
綱
）
を
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

飼
い
主
の
モ
ラ
ル
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
所
や
周
囲
の

人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
な
く
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
ペ
ッ

ト
と
楽
し
く
快
適
に
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
。

ゴ
ミ
は
き
ち
ん
と
分
別
し
ま
し
ょ
う

○
ゴ
ミ
は
き
ち
ん
と
分
別
し
、
決
め
ら
れ
た
収
集
日
・
収
集

場
所
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
ゴ
ミ
は
、
収
集
当
日
の
朝
８
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
「
資
源
び
ん
」「
カ
ン
・
ガ
ラ
ス
・
不
燃
物
」「
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
」
は
、
必
ず
指
定
の
コ
ン
テ
ナ
で
出
し
ま
し
ょ
う
。

◆
問
合
せ
先

町
環
境
課
　
　
†
６
７
５
―
８
１
０
９

緊急通報ＦＡＸの受信について
塩谷広域消防本部では、電話での通報が困難な場合や、耳や言葉が不

自由な方のためにＦＡＸでの緊急通報（火災・救急要請等）を受け付け
ています。

◆通報要領
ＦＡＸ通報用紙に必要事項を記入し、次の番号にＦＡＸする。（通報

用紙にあらかじめ住所や氏名を記入しておきましょう）

†０２８７－４３－３７１３（矢板消防署ＦＡＸ番号）

消防では、緊急通報ＦＡＸを受信すると、必ず受信確認ＦＡＸを返信
します。もし返信ＦＡＸが届かない時は、ＦＡＸ通報が届かなかった可
能性がありますので、再度送信するとともに付近の人に助けを求めてく
ださい。

◆受信対象
塩谷広域消防本部管内（矢板市・さくら市・塩谷町・高根沢町）で発

生した災害が対象となります。

※ＦＡＸ通報用紙は、矢板市消防署に用意してありますので、連絡いた
だければＦＡＸにて送信します。なお、塩谷広域行政組合消防本部ホ
ームページからもダウンロードできます。

※ＦＡＸ通報は公衆回線を使用しているため、119番をダイヤルしても
つながりません。ＦＡＸ番号をご確認のうえ送信してください。

◆問合せ先　塩谷広域消防本部　警防課
†0287－44－2513 FAX0287－43－3713
ホームページ　http://www.shioyakouiki.or.jp/fire/

①
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

（
コ
ピ
ー
可
）

※
雇
用
保
険
の
な
い
職
場
に
お
勤
め
だ
っ
た
方
は
窓
口

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②
印
鑑

【
若
年
者
納
付
猶
予
（
30
歳
未
満
の
方
）】

免
除
の
場
合
、
世
帯
主
の
所
得
も
審
査
し
ま
す
が
、
若
年

者
猶
予
は
、
本
人
と
配
偶
者
の
所
得
の
み
審
査
し
ま
す
。
た

だ
し
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
年
金
額
に
は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先
　
　
町
住
民
課
　
総
合
窓
口
担
当

†
６
７
５
―
８
１
０
０

※
代
理
の
方
が
申
請
に
来
ら
れ
る
場
合
は
、
そ
の
方
の
免

許
証
等
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。
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５
月
28
日
、
町
役
場
副
町
長
室

に
お
い
て
東
京
電
力
株
式
会
社
宇

都
宮
支
社
（
写
真
左
・
鷹
觜
芳
男

た
か
の
は
し
よ
し
お

様
）
よ
り
町
へ
防
犯
灯
30
基
の
目

録
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
社
が
地
域
協
調
活

動
の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
「
明

る
い
町
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た

め
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。
町

で
は
、
防
犯
灯
設
置
の
際
、
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東
京
電
力
よ
り
防
犯
灯
30
基
が
寄
贈

東
京
都
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た

第
62
回
女
流
画
家
協
会
展
に
お
い

て
、
小
野
口
京き

ょ
う

子こ

さ
ん（
宝
積
寺
）

が
マ
ツ
ダ
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

女
流
画
家
協
会
展
は
、
女
流
画

家
の
団
結
に
よ
り
芸
術
向
上
を
図

る
こ
と
、
ま
た
新
人
の
登
竜
門
と

し
て
の
意
味
を
も
っ
て
１
９
４
７
年

よ
り
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

小
野
口
さ
ん
は
、
11
年
前
よ
り

カ
ラ
ス
ウ
リ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

作
品
を
制
作
し
連
続
入
選
。
今
回

の
入
賞
作
品
『
宵
の
ド
ラ
マ
』
に

つ
い
て
「
新
た
な
表
現
方
法
と
し

て
、
油
絵
に
墨
を
入
れ
る
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
行
い
、
美
し
い
墨
の
流
れ

小
野
口
京
子
さ
ん
が
女
流
画
家
展
入
賞

５
月
30
日
、
ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
日
に

ち
な
ん
で
、
町
た
ば
こ
販
売
組
合

（
須
藤
信
之
の
ぶ
ゆ
き

代
表
）
で
は
、
美
化
活

動
の
一
環
と
し
て
町
内
の
清
掃
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｔ
や
他
市
町
の
タ
バ
コ
販
売

組
合
の
協
力
の
も
と
総
勢
25
人
に

よ
り
、
Ｊ
Ｒ
宝
積
寺
駅
方
面
、
県

道
10
号
線
方
面
の
２
班
に
分
か
れ

て
、
喫
煙
マ
ナ
ー
を
呼
び
か
け
な

が
ら
約
２
時
間
清
掃
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

同
組
合
で
は
、
こ
の
ほ
か
秋
に

Ｊ
Ｒ
宝
積
寺
駅
前
に
お
い
て
、
未

成
年
者
の
喫
煙
防
止
を
呼
び
か
け

る
活
動
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

町
た
ば
こ
販
売
組
合
が
清
掃
活
動

を
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
受
賞
は
、
こ
れ
か
ら
作
品
を

創
作
し
て
い
く
パ
ワ
ー
を
い
た
だ

い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

須
藤
さ
ん
は
、「
清
掃
活
動
や
マ

ナ
ー
向
上
の
た
め
の
活
動
な
ど
、

今
後
も
役
に
立
つ
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

６
月
２
日
、
県
庁
舎
昭
和
館
前

で
行
わ
れ
た
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー

ル
出
発
式
に
お
い
て
、
産
業
廃
棄

物
な
ど
の
不
適
正
処
理
防
止
に
功

績
の
あ
っ
た
方
な
ど
に
対
し
て
贈

ら
れ
る
感
謝
状
が
、
福
田
県
知
事

橋
本
常
光
さ
ん
へ
県
知
事
よ
り
感
謝
状

か
ら
町
環
境
美
化
指
導
員
の
橋
本

常
光

つ
ね
み
つ

さ
ん
（
宝
積
寺
）
に
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

橋
本
さ
ん
は
、「
名
誉
な
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も

一
層
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
喜

び
を
語
り
、「
私
自
身
、
一
日
一

膳
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
み
ん
な

が
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
気
持
ち
を
も

つ
こ
と
で
、
町
が
も
っ
と
き
れ
い

に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。



広報たかねざわ URL（インターネットホームページ・アドレス）http://www.town.takanezawa.tochigi.jp/15

高
根
沢
高
校
で
寺
内
タ
ケ
シ
さ
ん
が
コ
ン
サ
ー
ト

寺
内
タ
ケ
シ
と
ブ
ル
ー
ジ
ー
ン

ズ
で
活
躍
し
、「
エ
レ
キ
の
神
様
」

の
異
名
を
と
る
寺
内
タ
ケ
シ
さ
ん

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
５
月
16

日
、
高
根
沢
高
校
に
お
い
て
、
同

校
の
創
立
記
念
行
事
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

寺
内
さ
ん
は
、
１
９
７
２
年
か

ら
全
国
各
地
の
中
学
・
高
校
に
お

い
て
ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
。
そ
の
回
数
は
こ
れ
ま
で
に
１

４
０
０
回
を
数
え
ま
す
。
コ
ン
サ

ー
ト
で
は
、
全
校
生
徒
を
前
に
１

時
間
30
分
に
わ
た
り
15
曲
以
上
を

演
奏
。
最
後
に
寺
内
さ
ん
は
生
徒

た
ち
へ
「
故
郷
を
大
切
に
し
ろ
」、

「
ギ
タ
ー
は
弾
か
な
き
ゃ
音
が
で
な

い
（
何
事
も
や
っ
て
み
な
き
ゃ
結

果
が
出
な
い
）」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

贈
り
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
後
、
３
年
生
の
齋

藤
侑
子

ゆ
う
こ

さ
ん
、
末す
え

木き

夏
生
な
つ
み

さ
ん
、

佐
藤
知
歩

ち

ほ

さ
ん
の
３
人
は
、「
凄
過

ぎ
て
圧
倒
さ
れ
た
」「
ギ
タ
ー
を
ひ

く
指
の
速
さ
に
び
っ
く
り
し
た
」

と
コ
ン
サ
ー
ト
の
感
想
を
述
べ
る

と
、「
寺
内
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
高
校
生
活
を
頑

張
り
た
い
」、「
寺
内
さ
ん
も
バ
ン

ド
結
成
46
周
年
な
の
で
、
50
周
年
、

60
周
年
と
続
け
て
い
っ
て
欲
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

６
月
11
日
、
県
中
学
春
季
体
育

大
会
に
お
い
て
見
事
優
勝
に
輝
い

た
阿
久
津
中
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
部
、
サ
ッ
カ
ー
部
、
３
位
に

入
賞
し
た
男
子
柔
道
部
の
代
表
７

人
が
町
役
場
を
訪
れ
、
高
橋
克
法

町
長
に
結
果
の
報
告
を
行
い
ま
し

た
。高

橋
町
長
は
、「
皆
さ
ん
の
活

躍
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
」
と
述
べ
る
と
、
各
部
の
試
合

内
容
な
ど
に
つ
い
て
生
徒
た
ち
か

ら
詳
し
い
話
を
聞
き
ま
し
た
。
最

後
に
「
夏
の
大
会
は
追
わ
れ
る
立

場
。
気
を
引
き
締
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。『
無
事
是
名
馬
』

ケ
ガ
を
せ
ず
活
躍
し
て
欲
し
い
」

と
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
主
将
の

竹
内
利
奈

り

な

さ
ん
は
、「
反
省
点
が

多
か
っ
た
け
れ
ど
、
改
善
し
て
チ

ー
ム
を
さ
ら
に
強
く
し
て
い
き
た

い
。総
体
で
は
県
大
会
で
優
勝
し
、

昨
年
の
関
東
大
会
の
悔
し
さ
を
バ

ネ
に
全
国
に
つ
な
が
る
ゲ
ー
ム
を

し
た
い
」。
サ
ッ
カ
ー
部
主
将
の

平
谷
拓
也

ひ
ら
た
に
た
く
や

く
ん
は
、「
挨
拶
な
ど

の
生
活
態
度
か
ら
見
直
し
て
き
た

こ
と
で
、
メ
ン
タ
ル
面
が
充
実
し

て
い
た
。
総
体
は
県
大
会
優
勝
、

そ
し
て
全
国
目
指
し
て
全
力
を
出

し
て
い
き
た
い
」。
柔
道
部
主
将

の
栃
内
智

と
ち
な
い
と
も

く
ん
は
、「
こ
れ
ま
で

の
練
習
の
お
か
げ
で
自
信
を
も
っ

て
戦
え
た
。
総
体
に
向
け
、
チ
ー

ム
一
丸
と
な
り
県
大
会
優
勝
、
関

東
・
全
国
に
つ
な
が
る
試
合
を
し

た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

阿
久
津
中
学
校
が
県
大
会
で
大
活
躍

秋
の
収
穫
を
楽
し
み
に
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
定
植

６
月
７
日
か
ら
13
日
に
か
け

て
、
土
作
り
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
す

る
畑
に
お
い
て
、
町
青
少
年
ク
ラ

ブ
協
議
会
（
齋
藤
充
利

み
つ
と
し

会
長
）
主

催
に
よ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
苗
の
定
植

体
験
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
町
内

の
保
育
園
・
幼
稚
園
な
ど
９
団
体

と
町
内
外
か
ら
申
込
み
の
あ
っ
た

一
般
オ
ー
ナ
ー
27
家
族
が
参
加
。

「
昨
年
こ
の
事
業
に
参
加
し
た

友
人
か
ら
い
た
だ
い
た
サ
ツ
マ
イ

モ
が
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
」
と

語
る
大
津
美
保

み

ほ

さ
ん
（
宝
積
寺
）

は
、
家
族
４
人
で
参
加
。「
家
族

み
ん
な
で
土
に
さ
わ
る
経
験
を
し

て
み
た
か
っ
た
。
収
穫
が
楽
し
み
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
長
男
の

肇は
じ
め

ち
ゃ
ん
（
５
歳
）
も
「
楽
し
か

っ
た
」
と
話
す
と
、「
ど
の
く
ら
い

大
き
く
な
る
か
な
？
」
の
質
問
に
、

両
腕
を
広
げ
そ
の
大
き
さ
を
表
現

し
て
く
れ
ま
し
た
。

会
長
の
齋
藤
さ
ん
は
、「
一
般
オ

ー
ナ
ー
の
参
加
者
は
住
宅
地
に
住

む
方
が
多
い
の
で
、
初
め
て
の
体

験
に
新
鮮
さ
を
感
じ
て
い
た
の
で

は
。
お
子
さ
ん
連
れ
で
、
家
族
団

ら
ん
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
し

た
。
ま
た
、
会
員
と
参
加
者
と
の

交
流
も
図
る
こ
と
が
で
き
て
良
か

っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。



№
1
2

3

4
5
6
7
8
9
10

講　座　名 内　　　容 時　　間 定　　員
デジタル写真入門
かなに親しむ（書道）
製菓・手芸
（どちらか選択）
水墨画に親しむ
佛教美術入門
古今和歌集の基礎知識
ＤＮＡって何
オペラに親しむ
朗読入門
競技かるた入門

デジタル写真の撮影・加工
高野切第一種の臨書
製菓：シフォンケーキ、ピザ
手芸：革細工、ステンシル
楽しく水墨画を学ぶ
仏像鑑賞（仏像の種類と見分け方を学ぶ）
古今和歌集を語る（「かなに親しむ」と関連）
遺伝子について学ぶ
オペラ・アリアを原語で歌う
朗読の基礎を学ぶ
小倉百人一首かるた競技の実践

2時間×2回
2時間×3回

2時間×2回

2時間×3回
1時間×3回
1時間×2回
2時間×2回
1時間×2回
1.5時間×3回
2時間×2回

20名
10名

20名

10名
40名
40名
20名
10名
20名
10名

放送大学放送大学平成20年度10月入学生平成20年度10月入学生募集募集放送大学放送大学平成20年度10月入学生平成20年度10月入学生募集募集放送大学平成20年度10月入学生募集

「知らない自分に出会う　－さくら清修・公開講座「知らない自分に出会う　－さくら清修・公開講座－」（平成20年度アカデミアとちぎ推進事業）（平成20年度アカデミアとちぎ推進事業）「知らない自分に出会う　－さくら清修・公開講座「知らない自分に出会う　－さくら清修・公開講座－」（平成20年度アカデミアとちぎ推進事業）（平成20年度アカデミアとちぎ推進事業）「知らない自分に出会う　－さくら清修・公開講座－」（平成20年度アカデミアとちぎ推進事業）

「いつでもLaLaLa」五周年記念コンサート「いつでもLaLaLa」五周年記念コンサート「いつでもLaLaLa」五周年記念コンサート「いつでもLaLaLa」五周年記念コンサート「いつでもLaLaLa」五周年記念コンサート

Eメールアドレス　syougai@town.takanezawa.tochigi.jp 広報たかねざわ 16

まなびのひろばまなびのひろばまなびのひろばまなびのひろばまなびのひろば

放送大学はテレビなどの放送による授業を行う通
信制の大学です。働きながら学んで大学を卒業した
い、学びを楽しみたいなど、様々な目的で、幅広い
世代の方が学んでいます。
ただいま平成20年度10月

入学生を募集しています。
詳しい資料を無料で送付

しますので、お気軽に放送
大学栃木学習センターまで
お問合せください。
◆募集学生の種類
－教養学部－
科目履修生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修）
選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修）
全科履修生（４年以上在学し、卒業を目指す）
－大学院－
修士科目生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修）
修士選科生（１年間在学し、希望する科目を履修）
◆出願締切
８月31日（日）まで
◆資料請求・問合せ先
放送大学栃木学習センター　
〒321－0943 宇都宮市峰町350（宇都宮大学構内）
1632－0572 FAX632－0570

さくら清修高校では、地域の方々の学びのお手伝いをするため、下記の公開講座を開催します。「知らない
自分に出会う」喜びを一緒に味わいませんか？　詳しくは、さくら清修高校にお問合せください。

◆募 集 締 切 ７月15日（火）
◆実施予定期間 ９月13日（土）～12月13日（土）の期間
◆費　　　　用 講座によって材料費や保険料（500円）がかかる場合があります。
◆申込み方法 電話・窓口の場合、受付時間は平日８時30分～17時

ハガキ・ＦＡＸの場合は、住所、氏名、電話番号、受講講座名を明記してください。
◆申込み・問合せ先 〒329－1311 さくら市氏家2807

さくら清修高校　1682－4500 FAX682－0358

小山文化スポーツ振興事業

【高根沢町童謡をうたう会からのお知らせ】
童謡を歌い継いで５年になりました。町制50周年

を記念して童謡・抒情歌等50曲を選びました。どう
ぞご一緒に懐かしい歌、思い出の歌を口ずさんで心
和むひとときをお過ごしください。 【入場無料】

◆日　　時 ８月３日（日）
13時30分開演（13時開場）

◆会　　場 図書館中央館アートホール
◆内　　容 第１部　会員による合唱

第２部　琴、オカリナ、ピアノ、独唱
第３部　会場の皆さんも一緒に歌いましょう

◆主　　催 童謡をうたう会「いつでもLaLaLa」
◆後　　援 高根沢町教育委員会
◆問合せ先　町生涯学習課　生涯学習グループ

1675－3175



7/ 5 （土）
7/12（土）
7/20（日）
7/26（土）

中台公民館　13時～15時
仁井田地区コミュニティセンター　13時～15時
上高根沢ふれあいセンター 13時30分～15時30分
図書館中央館　13時～15時

7/ 6 （日）
7/19（土）
7/26（土）

籠関集落センター　10時～12時
大安寺（桑窪）　9時～11時
大谷集落センター　9時30分～11時30分

〔
敬
称
略
〕

7月は「社会を明るくする運動強調月間」です7月は「社会を明るくする運動強調月間」です7月は「社会を明るくする運動強調月間」です7月は「社会を明るくする運動強調月間」です7月は「社会を明るくする運動強調月間」です

中学生・高校生のみなさんへ 中学生・高校生のみなさんへ ～高根沢リーダースクラブ会員募集～～高根沢リーダースクラブ会員募集～中学生・高校生のみなさんへ 中学生・高校生のみなさんへ ～高根沢リーダースクラブ会員募集～～高根沢リーダースクラブ会員募集～中学生・高校生のみなさんへ ～高根沢リーダースクラブ会員募集～

広報たかねざわ 子どもは大人社会を写し出す鏡です。高根沢の子どもをみんなで育てましょう17

まなびのひろばまなびのひろばまなびのひろばまなびのひろばまなびのひろば

この運動はすべての国民が、犯罪や非行の防止と、罪を犯した人たちの更生について理解を深め、それぞ
れの立場において力を合わせ、犯罪のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。

ミニ集会「楽しい座談会」のお知らせ （予約不要）

町更生保護女性会・保護司会では町内各地域で日ごろ感じている青少年のことについて気軽に話し合うミ
ニ集会を開催します。
◆問合せ先　町健康福祉課　社会福祉担当　1675－8105

高根沢リーダースクラブは町内に在住、通学する中学生・高校生のボランテ
ィアグループです。勉強や部活等をしながら、自分のできる範囲で様々な活動
を行っています。
今しかできない、そして、お金では得られない“何か”を得てみませんか？
◆主な活動 主催事業の企画実施、ボランティア活動、定例会（月２回）など
◆申込み・問合せ先　町生涯学習課　生涯学習グループ　1675－3175

人権教育コーナー

第51回町民体育祭ソフトボール大会結果
６月８日（日） 会　場　石末運動場ほか

40公民館６ブロックで開催し、各ブロック優勝が決まり
ました。ブロック優勝チームは10得点を獲得しました。

Ａブロック《優勝》　光陽台公民館
Ｂブロック《優勝》　上高中部公民館
Ｃブロック《優勝》　東町北区公民館
Ｄブロック《優勝》　大谷公民館
Ｅブロック《優勝》　仁井田公民館
Ｆブロック《優勝》　東町中区公民館

第30回会長杯争奪ナイターソフトボール大会結果
５月９日～20日　会　場　石末運動場

〔一部〕 〔二部〕
《優　　　勝》 高根沢クラブ　　　　　　　　　　　　《優　　　勝》 東高谷ソフトクラブ
《準　優　勝》 上高ハッピー　　　　　　　　　　　　《準　優　勝》 太田ソフトクラブ
《最優秀選手》 片寄　幹夫（高根沢クラブ） 《最優秀選手》 鈴木康夫（東高谷ソフトクラブ）
《優 秀 選 手》 小堀　栄一（上高ハッピー） 《優 秀 選 手》 深田珠生（太田ソフトクラブ）
《優 秀 監 督》 大久保康久（高根沢クラブ） 《優 秀 監 督》 平野見一（東高谷ソフトクラブ）

５月25日（日）、塩谷地区各市町会場にて「第3回　塩谷地区スポーツ大会」が行われました。結果は次のとおりです。
卓　　　　球 男子団体　準優勝

男子個人　優勝 小池正明（宝積寺）、第３位　石塚雄一（宝積寺）
バレーボール 男子　第３位、女子　準優勝
弓　　　　道 団体　第３位、女子個人　準優勝　飯島英子（宝石台）
剣　　　　道 団体　第３位
バスケットボール 男子　第３位
婦人バレーボール 準優勝　アイリス、第３位　シュガークラブ

第12回高根沢町議長杯グラウンド・ゴルフ大会結果
5月21日（水）会　場　町民広場

男子　　　　　女子
優　勝 桜井六朗　　　加藤みち
準優勝 野中晃一郎　　佐々木美智子
第三位 堀内　薫　　　村上ミイ

６月１日実施「こどもまつり」の様子



熱
中
の
三
年
間

熱
中
の
三
年
間

高根沢高根沢
の

文化遺産文化遺産

高根沢
の

文化遺産

劇
的
な
幕
切
れ

「
宇
津
」
対

「
花
岡
」
の
決
勝
は

延
長
ウ
ラ
に
入
り

「
宇
津
」
の
攻
撃
。

三
塁
走
者
・
斉
藤

平
四
郎
、
打
者
・

塩
川
（
藤
田
）
昇
、

佐
藤
利
明
監
督
は

大
胆
に
も
ス
リ
ー

バ
ン
ト
ス
ク
イ
ズ

の
サ
イ
ン
。
打
球

を
拾
っ
た
小
池
投

手
と
走
者
と
が
本

塁
へ
殺
到
し
、
一

瞬
ホ
ー
ム
イ
ン
。

劇
的
な
幕
切
れ
に

「
宇
津
」
も
「
花
岡
」

も
号
泣
し
た
。

野
球
は
魂
の
オ

ア
シ
ス
、
老
い
も

若
き
も
皆
が
熱
中

し
た
。
戦
後
の
混

迷
か
ら
復
興
へ
、
昭
和
20
年
代
は

明
日
を
担
う
意
気
高
ら
か
な
若
者

世
代
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。「
宇

津
野
球
場
」
は
そ
ん
な
時
期
に
花

開
い
た
朝
顔
だ
っ
た
。

仕
事
そ
っ
ち
の
け
で

こ
の
時
期
、
医
薬
不
充
分
の
事

情
を
反
映
し
て
「
宇
津
救
命
丸
」

は
生
産
が
間
に
合
わ
な
い
ほ
ど
の

大
繁
盛
で
工
場
従
業
員
約
100
人
。

16
代
権
右
衛
門
・
薫
社
長
は
大

の
野
球
好
き
で
「
野
球
場
を
作
ろ

う
」。
敷
地
内
の
山
林
を
ブ
ル
で

整
地
、
地
元
・
西
根
青
年
共
励
会

約
20
人
が
全
面
協
力
し
て
昭
和
24

年
６
月
に
完
成
し
た
。

早
速
、
宇
津
チ
ー
ム
が
結
成
さ

れ
、
仕
事
そ
っ
ち
の
け
で
練
習
に

試
合
に
精
出
し
た
。「
い
ま
思
う

と
よ
く
や
ら
せ
て
く
れ
た
」、
と

レ
フ
ト
・
檜
山
誠
一
（
78
歳
）
さ

ん
や
ピ
ッ
チ
ャ
ー
・
藤
田
昇
（
79

歳
）
さ
ん
は
い
う
。「
宇
津
」
が

社
を
挙
げ
て
野
球
協
力
し
た
の
は

そ
れ
か
ら
約
３
年
間
。
持
仏
一
万

燈
会
に
因
む
大
会
（
カ
コ
ミ
記
事
）

は
さ
し
ず
め
町
民
体
育
祭
だ
。
球

場
は
活
用
さ
れ
、「
宇
津
」
は
地

元
の
福
祉
厚
生
に
大
き
く
貢
献
し

た
。

（
文
化
財
嘱
託
員
　
海
老
原
郁
雄
）

Eメールアドレス　syougai@town.takanezawa.tochigi.jp 広報たかねざわ 18
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－夏休みSP「土屋はかせ塾」－
おもしろふしぎの国企

画
展

7.23（水）
u8.24（日）

身近にある道具や物品を使って、皆で楽しく遊びながら科学のさま
ざまな現象を体験します。
子どもたちに、すっかりおなじみ“土屋はかせ”が案内する《ふし

ぎの国》。ふしぎの奥にかくれている原理や仕組みがよく分る。
この夏、キミは理科のおもしろさにつかまるゾ！

子
ど
も
科
学
シ
ョ
ー

２
回
と
も
10
時
か
ら

町
改
善
セ
ン
タ
ー

７
月
27
日（
日
）
宇
宙
ク
ラ
ゲ

８
月
10
日（
日
）
超
低
温
の
世
界

講
師
　
土
屋
佳
雄
先
生

山
岳
写
真
展

エ
ベ
レ
ス
ト
街
道
紀
行

好
評
YY

15
日ま

で

ゴーキョの山岳氷河
標高　約5,000ｍ
撮影　柏村　政

（梅組）

宇津

新流

宇津
花岡
中阿久津
挟間田
太田
下宝積寺
月光
古里
長宮
石末
役場
祖母井
宝積寺
宝積寺駅
笹原
伝馬
氏家
金井
台新田旭
板戸
東高谷
新流
柚葉

優　

勝

新
流

昭和26年8月
一万燈奉納野球大会

宇
津

野
球
場

昭
24．

西
根

◆
町
歴
史
民
俗
資
料
館

1
6
7
5
―
7
1
1
7

※
休
館
日
　
月
曜
・
第
三
日
曜
・
祝
日

昭24.６　完成の記念に昭24.６　完成の記念に
「宇津救命丸」社員と「宇津救命丸」社員と
西根青年団の人びと西根青年団の人びと

昭24.６　完成の記念に
「宇津救命丸」社員と
西根青年団の人びと 写真提供　檜山　誠一　氏



　「裁判員の参加する刑事裁判に関する法律」（裁判員法）が平成16年５月28日に公布されました。国民の司法参加
を実現するこの制度は、平成21年５月21日から施行されます。

裁判員制度をご存知ですか！裁判員制度をご存知ですか！裁判員制度をご存知ですか！裁判員制度をご存知ですか！裁判員制度をご存知ですか！裁判員制度をご存知ですか！裁判員制度をご存知ですか！ 裁判員制度とは国民の皆さんに裁判員として
刑事裁判に参加していただく制度です。

裁判員を辞退することは、基本的にはできませんが、
法律で認められた事情がある場合は辞退することがで
きます。
　裁判員制度は、特定の職業や立場の人に偏らず、広く国民に参加し
てもらう制度ですので、原則として辞退はできません。ただし、参加
する個々の国民の負担が、過重なものとならないようにとの配慮など
から、例えば70歳以上の人や、重い疾病や傷害により裁判員の職務を
行うことができない場合など、法律に辞退理由が定められており、裁
判所がそのような事情にあたると認めれば辞退することができます。
　法律等で定められた辞退理由としては、例えば次のようなものがあ
ります。　〇重い疾病や傷害　〇同居の親族の介護・養育　〇事業上
の重要な用務を自分で処理しないと著しい損害が生じる恐れがある　
〇父母の葬式への出席など社会生活上の重要な用務があって、別の日
に行うことができない　など
　◆問合せ先　宇都宮地方裁判所　1621－2111
　裁判員制度について、より詳しく知りになりたい方はこちらをご覧ください。
〇裁判員制度ウェブサイト　　http://www.saibanin.courts.go.jp/　　　　　　　　　　〇裁判員制度携帯サイト　http://www.saibanin.courts.go.jp/k/
〇裁判員制度メールマガジン　http://www.saibanin.courts.go.jp/melmaga/index.html

広報たかねざわ URL（インターネットホームページ・アドレス）http://www.town.takanezawa.tochigi.jp/19

文
芸
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
作
品
が
掲
載
さ
れ
る
場
合
に
は
、
添
削
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〆
切
は
毎
月
末
で
す
。
町
秘
書
広
報
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

人
の
世
も
ま
た
ゆ
く
年
も
桜
花

散
り
て
悲
し
や
我
も
年
重
ね

水
谷
　
兄
子
（
宝
積
寺
）

我
が
妻
は
運
動
兼
ね
て
の
趣
味
多
く

一
週
間
を
十
日
楽
し
む

金
子
　
　
實
（
宝
積
寺
）

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
杜も
り

に
休
め
ば
コ
ツ
コ
ツ
と

啄
木
鳥
の
居
て
会
話
ひ
そ
め
り

村
上
　
ツ
ヤ
（
伏
　
　
久
）

温
暖
化
の
進
む
に
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
は

京
都
議
定
を
論
じ
て
尽
き
ぬ

齋
藤
　
秀
山
（
宝
積
寺
）

病
い
く
つ
越
え
て
生
き
継
ぐ
七
十
路
の

命
に
沁
み
て
見
る
さ
く
ら
花

森
　
　
富
男
（
宝
積
寺
）

お
し
ゃ
べ
り
の
妻
が
無
口
と
な
る
怖
さ

鈴
木
　
重
雄
（
宝
積
寺
）

褒
め
て
や
り
お
だ
て
て
懐
く
孫
と
猫

金
子
　
　
實
（
宝
積
寺
）

雲
行
き
の
怪
し
い
会
議
黙
り
こ
む

赤
羽
　
清
昭
（
石
　
　
末
）

農
繁
期
終
え
て
緑
の
風
が
吹
く

野
中
　
　
貢
（
宝
積
寺
）

ご
め
ん
ね
が
喉
か
ら
出
な
い
も
ど
か
し
さ

生
田
目
昭
夫
（
宝
積
寺
）

短
　
歌

俳
　
句

川
　
柳

風
薫
る
母
の
先
行
く
三
輪
車

山
崎
美
袮
子
（
宝
積
寺
）

流
木
の
頭
出
し
ゐ
て
山
笑
ふ

吉
永
　
孝
子
（
花
　
　
岡
）

鮎
の
町
解
禁
今
か
と
意
気
高
し

内
田
　
房
子
（
宝
石
台
）

雲
垂
れ
て
声
揃
ひ
た
る
蛙
か
わ
ず
か
な

齋
藤
　
秀
山
（
宝
積
寺
）

鬼
怒
川
の
水み

尾お

引
く
舟
や
初
夏
の
午
後

金
子
　
　
實
（
宝
積
寺
）



 日 月 火 水 木 金 土
   1 2 3 4 5
 6 7 8 9 10 11 12
 13 14 15 16 17 18 19
 20 21 22 23 24 25 26
 27 28 29 30 31

 7 月

 日 月 火 水 木 金 土
      1 2
 3 4 5 6 7 8 9
 10 11 12 13 14 15 16
 17 18 19 20 21 22 23
 24 25 26 27 28 29 30
 31

 8 月

★印…中央館のみ開館
●印…休　　館　　日
■印…午前中休館日

第３日曜日は中央館
のみ開館します

７月20日（日）
８月17日（日）
10時～18時

学習室も利用できます。
ぜひ、ご来館ください！

１．
一
日
司
書
講
座

図
書
館
の
司
書
の
仕
事
を
体
験

し
よ
う
。

◆
日
時

①
７
月
24
日
（
木
）

②
７
月
25
日
（
金
）

③
８
月
７
日
（
木
）

④
８
月
８
日
（
金
）

※
い
ず
れ
も
14
時
か
ら
17
時

◆
定
員

各
回
と
も
10
名

◆
対
象

小
・
中
学
生
　

２．
読
書
感
想
文
教
室

苦
手
な
読
書
感
想
文
の
宿
題
を

こ
の
教
室
で
ク
リ
ア
し
よ
う
。

◆
日
時

①
８
月
７
日
（
木
）

②
８
月
８
日
（
金
）

※
い
ず
れ
も
14
時
か
ら
16
時

◆
定
員

各
回
と
も
25
名

◆
場
所

図
書
館
中
央
館

◆
対
象

小
・
中
学
生

※
事
前
に
本
を
読
ん
で
来
て
く

だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

図
書
館
中
央
館

1
6
7
5
―
6
5
3
1

お
は
な
し
の
世
界
に
よ
う
こ
そ
！

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
大
集
合
。
み

ん
な
来
て
ね
。

◆
日
　
時

８
月
31
日
（
日
）

10
時
〜
12
時

◆
場
　
所

図
書
館
中
央
館

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

◆
内
　
容

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

な
ど

◆
参
加
費

無
料

私
の
オ
ス
ス
メ
の
一
冊
！

夢
を
か
な
え
る
ゾ
ウ

水
野
　
敬
也
著

飛
鳥
新
社

あ
る
日
、
自
分
を
前
向
き
に

変
え
た
い
と
悶
々
と
過
ご
す
冴

え
な
い
青
年
の
も
と
に
、
イ
ン

ド
み
や
げ
の
人
形
か
ら
神
様
ガ

ネ
ー
シ
ャ
が
現
れ
た
。

ガ
ネ
ー
シ
ャ
が
与
え
る
”夢

を
か
な
え
る
た
め
の
テ
ー
マ
“

を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
て

い
く
う
ち
に
、
彼
は
自
然
と
成

長
し
て
い
く
。

コ
ミ
カ
ル
な
ス
ト
ー
リ
ー
展

開
の
中
か
ら
、
本
当
に
大
切
な

事
は
何
か
？
を
考
え
る
ヒ
ン
ト

が
見
え
て
き
ま
す
。

（
小
島
　
史
子
）

お
は
な
し
会

さ
あ
、
お
は
な
し
会
が
は
じ
ま

る
よ
。
み
ん
な
で
　
楽
し
く

遊
び
ま
し
ょ
！

☆
中
央
館
☆

７
月
12
日
・
26
日
（
土
）

８
月
９
日
・
23
日
（
土
）

11
時
〜
11
時
30
分
　

☆
仁
井
田
分
館
☆

７
月
５
日
・
19
日
（
土
）

８
月
２
日
・
16
日
（
土
）

10
時
〜
10
時
30
分

☆
上
高
根
沢
分
館
☆

７
月
26
日
（
土
）

８
月
23
日
（
土
）

15
時
〜
15
時
30
分

ば
ぶ
ば
ぶ
　
お
は
な
し
会

さ
あ
、
赤
ち
ゃ
ん
と
お
か
あ
さ
ん
、

中
央
館
に
あ
つ
ま
っ
て
！

７
月
23
日
（
水
）

８
月
27
日
（
水
）

10
時
30
分
〜
10
時
50
分

赤
ち
ゃ
ん
へ
の
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
方
や
絵
本
の
選
び
方
な
ど
も
お
教

え
し
ま
す
。
キ
リ
ン
さ
ん
が
い
る

「
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー
」
で
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
！

Eメールアドレス　tosyotyuou@town.takanezawa.tochigi.jp 広報たかねざわ 20



開館時間／10時～18時
（火曜日は13時～18時）
休 館 日／月曜日、毎月末日、第
　　　　3日曜日・祝日（仁井田、
　　　　上高分館のみ）、年末年
　　　　始、特別整理日

　図書館では、皆さんからのご意見・ご感想をお待ちしています。
　中央館宛に電話、FAX、Ｅメール等でお寄せください。
　図書館中央館　1　675－6531　FAX　675－6530
　　　　　　　　URL　http://www2.tosyokan.town.takanezawa.tochigi.jp
　　　　　　　　E-mail　tosyotyuou@town.takanezawa.tochigi.jp
　仁井田分館　1　676－3155　FAX　676－3156
　上高根沢分館　1　680－1770　FAX　680－1780

№ 対象 書　　名 著者等 出版社 所蔵数№ 対象 書　　名 著者等 出版社 所蔵数
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栃木県優良推奨図書第54回青少年読書感想文全国コンクール課題図書

栃木県夏休み推薦図書
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年
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年

小
学
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年
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学
校

高
校
生・勤
労
青
少
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低
学
年

小
学
校　

　

中
学
年
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学
校　
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学
年
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学
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校

中
学
校

小
学
校
低
学
年

小
学
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中
学
年

小
学
校
高
学
年

アップルパイたべてげんきになあれ

おひさまいろのきもの

かわいいこねこをもらってください

2年3組ワハハぐみ

ぷぷぷうプウタのすてきなみみ

むしのおんがくがっこう

わたしのおとうと

わらいボール

いい夢ひとつおあずかり

うみのしゅくだい

お皿のボタン

おわらいコンビ　ムサシとコジロー

3年2組は牛を飼います

ジジ　きみと歩いた

とべ！わたしのチョウ

ぼくたちはいつまでも

本の妖怪リブロン

ミサコの被爆ピアノ

わたし、獣医になります

いのちのバトンリレー

元気じるしの夏物語

サムデイ　～いつか～

千年の時をこえて

チームふたり

虹色ほたる　永遠の夏休み

人はなぜ立ったのか？

MITSUKI（みつき）キラキラ、シテイタイナ

青い鳥

たたみの部屋の写真展

友だちになれたら、きっと

ブルーバック

蜜蜂の家

ボクたちの値段

ラベンダー

リボン

「愛されたい」を拒絶される子どもたち

青い空が見えたから　16歳のフィンランド留学記

オチケン

清らかな厭世

月のうた

国土社

福音館書店

ポプラ社

ポプラ社

講談社

あかね書房

学習研究社

あかね書房

くもん出版

アリス館

偕成社

ポプラ社

文研出版

学習研究社

文研出版

そうえん社

あかね書房

講談社

ポプラ社

ハート出版

文研出版

岩崎書店

学習研究社

学習研究社

星雲社

学習研究社

ポプラ社

新潮社

偕成社

すずき出版

さ・え・ら書房

理論社

講談社

教育画劇

ポプラ社

大和書店

講談社

理論社

新潮社

ポプラ社

3点

3点

3点

3点

3点

3点

3点

3点

3点

3点

3点

3点

3点

3点

3点

3点

3点

3点

3点

3点

3点

3点

3点

3点

3点

3点

3点

3点

3点

3点

3点

3点

3点

3点

3点

2点

2点

2点

2点

2点

ぼくがラーメンたべてるとき

かわいいこねこをもらってください

ちいさなあかちゃん、こんにちは！

ふしぎなキャンディーやさん

今日からは、あなたの盲導犬

3年2組は牛を飼います

ぼくのだいすきなケニアの村

花になった子どもたち

耳の聞こえない子がわたります

ブルーバック

なぜ、めい王星は惑星じゃないの？

チームふたり

となりのウチナーンチュ

曲芸師ハリドン

天馬のように走れ

オデッセイ号航海記

荷抜け

兵士ピースフル

長谷川　義史

なりゆきわかこ

リヒャルト・デ・レーウ

みやにしたつや

増田　勝正

木村　セツ子

アナ・ファン

ジャネット・テーラー・ライル

マーリー・マトリン

ティム・ウィントン

布施　哲治

吉野　万理子

早見　裕司

ヤコブ・ヴェゲリウス

那須田　稔

ロジャー・ペイン

岡崎　ひでたか

マイケル・モーパーゴ

教育画劇

ポプラ社

講談社

金の星社

岩崎書店

文研出版

BL出版

福音館書店

フレーベル館

さ・え・ら書房

くもん出版

学研

理論社

あすなろ書房

ひくまの出版

角川芸術出版

新日本出版社

評論社

4点

4点

4点

4点

4点

4点

4点

4点

4点

4点

4点

4点

4点

4点

4点

2点

2点

2点

からすとかばのかいすいよく

ずっとそばに・・・

たからもの

小さな魔女のカプチーヌ

なつのかいじゅう

まじょねこピピごしゅじんさまはどこ！？

ララちゃんのダンス

鉄のハンス

キョーレツ科学者フラニーモンスターをやっつけろ！

ごはんだいすき

高木くんのカレー研究

ぼくのヒメマス記念日

魔法の魔ものがたり1ハーブ魔女のふしぎなレシピ

やまんばあさんのむかしむかし

ゴールライン

ジュリエッタ荘の幽霊

チイスケを救え！

ドッグ・シェルター　犬と少年たちの再出航

夏のとびら

わたし、獣医になります！アメリカ動物病院記

二宮　由紀子

いもと　ようこ

ユリ・シュルヴィッツ

タンギー・グレバン

いしい　つとむ

中島　和子

大和田　美鈴

小澤　俊夫

ジム・ベントン

足立　己幸

日本児童文学者協会

高橋　秀雄

あんびる　やすこ

富安陽子

秋木　真

ベアトリーチェ・ソリナス・ドンギ

三輪　裕子

今西　乃子

泉　啓子

井上　夕香

理論社

岩崎書店

偕成社

小峰書店

ポプラ社

金の星社

大日本図書

小峰書店

あかね書房

大日本図書

偕成社

国土社

ポプラ社

理論社

岩崎書店

小峰書店

国土社

金の星社

あかね書房

ポプラ社

4点

4点

4点

4点

4点

4点

4点

4点

4点

4点

4点

4点

4点

4点

4点

4点

4点

4点

4点

4点

茂市　久美子

広野　多珂子

なりゆき　わかこ

薫　くみこ

神沢　利子

青山　邦彦

あまん　きみこ

赤羽　じゅんこ

小松原　宏子

なかの　ひろみ

たかどの　ほうこ

上篠　さなえ

木村　セツ子

宮下　恵美

安田　夏菜

関谷　ただし

末吉　暁子

松谷　みよ子

井上　夕香

関　朝之

竹内　もと代

岡田　なおこ

沢村　凛

吉野　万里子

川口　雅幸

島　泰三

久保田　里花

重松　清

朝比奈　蓉子

ガリト・フィンク

ティム・ウィントン

加藤　幸子

萩原　博子

あいはら　ひろゆき

草野　たき

椎名　篤子

高橋　絵里香

大倉　尊裕

阿久　悠

穂高　明

※所蔵数は、町図書館の所蔵数です。

広報たかねざわ URL（インターネットホームページ・アドレス）http://www.town.takanezawa.tochigi.jp/21



Eメールアドレス　kenkou@town.takanezawa.tochigi.jp 広報たかねざわ 22

No.285

町保健センター　1675－4559

食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

じ
め
じ
め
し
た
梅
雨
が
明
け
る

と
、厳
し
い
暑
さ
が
待
っ
て
い
ま
す
。

暑
い
日
が
続
く
と
、
食
欲
が
落

ち
た
り
、
寝
冷
え
を
し
た
り
と
、
体

調
を
崩
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
に
、
傷
ん
だ
食
品
を

口
に
し
て
食
中
毒
を
起
こ
し
て
し
ま

っ
た
ら
、
治
る
ま
で
に
時
間
が
か
か

っ
て
し
ま
う
な
ど
、
大
変
な
こ
と
に

な
り
ま
す
。

食
中
毒
は
、
予
防
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
次
に
あ
げ
る
点
に
注
意

し
て
、食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

１．

食
品
の
購
入

〇
消
費
期
限
を
確
認
し
、
新
鮮
な

物
を
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

〇
要
冷
蔵
品
を
購
入
し
た
ら
、
で

き
る
だ
け
早
く
帰
宅
し
ま
し
ょ

う
。

２．

食
品
の
保
存

〇
持
ち
帰
っ
た
冷
蔵
品
は
す
ぐ
に

冷
蔵
庫
に
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。

〇
冷
蔵
庫
の
詰
め
す
ぎ
は
禁
物
！

７
割
が
目
安
で
す
。

※
冷
蔵
庫
で
は
雑
菌
は
死
に
ま
せ

ん
。
菌
が
増
え
難
く
な
る
だ
け
で

す
。

３．

手
は
常
に
清
潔
に

〇
調
理
の
前
に
手
を
洗
う
だ
け
で

な
く
、
肉
や
魚
、
卵
を
扱
う
前

後
に
も
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

〇
盛
り
付
け
の
前
に
も
手
を
洗
い

ま
し
ょ
う
。

４．

調
理
と
食
事

〇
加
熱
は
十
分
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

〇
残
り
物
は
長
く
放
置
し
な
い
。

時
間
が
た
ち
す
ぎ
た
ら
捨
て
ま
し

ょ
う
。

〇
温
め
直
し
を
し
て
食
べ
る
場
合

は
、
中
ま
で
火
が
通
る
よ
う
十
分

に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

５．

調
理
器
具
も
清
潔
に

〇
包
丁
・
ま
な
板
・
ふ
き
ん
な
ど
、

塩
素
系
漂
白
剤
等
で
消
毒
し
、

乾
燥
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

〇
ス
ポ
ン
ジ
・
た
わ
し
を
乾
燥
さ
せ

ま
し
ょ
う
。
湿
っ
て
い
る
と
、
菌

が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

た
の
し
い
朝
ご
は
ん
メ
ニ
ュ
ー
を

参
考
に
、
し
っ
か
り
食
べ
て
、
こ
の

夏
も
元
気
に
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

暑
さ
も
本
番
を
迎
え
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ

ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

暑
さ
が
厳
し
く
な
る
と
、
食
欲
も
な
く
な
り
夏
バ
テ

し
や
す
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

夏
バ
テ
予
防
と
い
え
ば
、『
う
な
ぎ
』
と
い
う
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
う
な
ぎ
も
食
べ
過
ぎ
る
と
、
メ
タ

ボ
の
原
因
に
！
野
菜
の
お
か
ず
も
一
緒
に
食
べ
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。

『
夏
バ
テ
』
予
防
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
を
食
べ
る
こ
と
が
一
番
。
気
温
が
低
い
、

涼
し
い
う
ち
に
朝
ご
は
ん
を
し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。

今
月
の
朝
ご
は
ん
は
、
電
子
レ
ン
ジ
・
チ
〜
ン
で
す
。

こ
れ
な
ら
、
だ
れ
で
も
簡
単
に
で
き
る
の
で
、
朝
食
を
食

べ
て
、
元
気
に
１
日
が
過
ご
せ
る
こ
と
間
違
い
な
し
！

暑
さ
に
め
げ
そ
う
な
時
、
ぜ
ひ
作
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
ね
。

楽
し
い
朝
ご
は
ん
メ
ニ
ュ
ー

ひ
と
り
ぶ
ん
で
も
、
器
の
中
で
ま
ぜ
ま
ぜ
、
簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ
。

レ
ン
ジ
で
ト
マ
ト
オ
ム
レ
ツ

（
一
人
分
熱
量
160
kcal

た
ん
ぱ
く
質
11.9
g

塩
分
0.8
g
）

作 り 方

お
い
し
く
食
べ
よ
う
、

楽
し
く
食
べ
よ
う
、
元
気
な
子

―
顔
が
見
え
る
っ
て
、
お
い
し
い
ね
―

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
の
お
薦
め
メ
ニ
ュ
ー
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

町
保
健
セ
ン
タ
ー（
1
６
７
５
―
４
５
５
９
）

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

電子レンジでチ～ン!!
2～3分加熱でできあがり。

②

材料（一人分）
たまご 1個（６０ｇ）
ロースハム 1枚（１０ｇ）

ピザ用チーズ ひとつかみ（１０ｇ）
トマト 1/2個（８０ｇ）
ピーマン 1/2個（５ｇ）

器に入れて混ぜる。①

器（レンジ対応）

ピーマン
みじん切り

ロースハムたまごトマト
さいころ

ピザ用
チーズ
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「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」
と
い
う
言

葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
緊
急

性
の
な
い
軽
症
の
方
が
休
日
や
夜

間
の
時
間
帯
に
救
急
外
来
を
受
診

さ
れ
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
例
え

ば
「
１
週
間
前
か
ら
風
邪
を
ひ
い

て
い
る
の
で
す
が
」「
会
社
を
休
め

な
い
か
ら
血
圧
の
薬
を
今
出
し
て

く
だ
さ
い
」
な
ど
と
受
診
さ
れ
ま

す
。
テ
レ
ビ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番

組
で
も
タ
レ
ン
ト
が
「
コ
ン
ビ
ニ

受
診
な
ん
て
医
者
は
言
う
け
ど
昼

間
受
診
で
き
な
い
人
だ
っ
て
い
る

ん
だ
よ
。
夜
、
病
院
に
か
か
れ
な

い
の
は
医
者
の
怠
慢
だ
」
と
発
言

し
て
い
ま
す
。
で
は
、
な
ぜ
病
院

は
十
分
に
24
時
間
の
対
応
が
で
き

て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ

ま
で
厚
生
省
（
現
厚
生
労
働
省
）

は
医
療
費
を
抑
制
す
る
方
針
で
医

師
、
看
護
師
な
ど
の
医
療
従
事
者

の
充
足
を
行
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
も
し
、
24
時
間
い
つ
で
も
昼

間
と
同
じ
医
療
を
提
供
す
る
の
で

あ
れ
ば
現
在
の
３
倍
以
上
の
医
療

従
事
者
の
増
員
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
訴
訟
の
増
加
に
伴
い
、

生
死
に
か
か
わ
る
救
急
医
療
を
目

指
す
医
師
が
減
少
傾
向
と
な
り
、

ま
す
ま
す
救
急
外
来
は
人
手
不
足

な
の
で
す
。

救
急
外
来
は
本
来
生
命
の
危
機

や
緊
急
入
院
を
要
す
る
と
思
わ
れ

る
重
症
患
者
さ
ん
を
診
る
施
設
で

あ
り
、
夜
間
診
療
所
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
病
院
を
利
用
す
る
方
は
そ

の
こ
と
を
理
解
し
、
あ
る
程
度
の

我
慢
を
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、

す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
救
急
医
療

崩
壊
を
食
い
止
め
る
こ
と
は
困
難

で
す
。

そ
の
我
慢
と
は
①
日
ご
ろ
か
ら

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
、
通
常
の

診
療
時
間
内
に
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
昼
間
で
あ
れ
ば
各
種
専
門
医

へ
の
相
談
・
連
携
、
高
度
な
医
療

器
械
の
使
用
な
ど
が
容
易
に
行
え

ま
す
。
②
痛
み
止
め
、
風
邪
薬
、

熱
さ
ま
し
な
ど
の
常
備
薬
を
持
ち
、

夜
間
は
ま
ず
内
服
し
て
か
ら
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
③
全
国
統
計
で
最

近
10
年
間
の
救
急
車
出
動
件
数
が

55
％
増
え
て
お
り
、
救
急
車
が
す

ぐ
に
現
場
に
到
着
で
き
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
、
救
急

車
で
搬
送
さ
れ
た
方
の
半
分
は
入

院
の
必
要
の
な
い
（
救
急
車
の
必

要
で
な
い
）
方
で
し
た
。
救
急
車

を
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
使
う
の
は

や
め
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
ま
ま
で

は
本
当
に
必
要
な
方
の
生
命
が
脅

か
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
、
地
域
の
病
院
は
こ
れ

か
ら
も
「
安
心
の
提
供
」
を
続
け

る
た
め
に
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
の

改
革
な
ど
努
力
を
惜
し
み
ま
せ
ん
。

地
域
の
救
急
医
療
を
維
持
す
る
た

め
皆
さ
ま
に
も
「
不
便
（
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
で
な
い
）
と
い
う
我
慢
」

を
ご
理
解
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。

＊
ご
意
見
、
ご
質
問
、
取
り
上
げ

て
欲
し
い
病
気
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら

〒
３
２
９
―
１
３
１
２
　
さ
く
ら

市
桜
野
１
３
１
９
―
３
　
さ
く
ら

市
氏
家
保
健
セ
ン
タ
ー
内
　
塩
谷

郡
市
医
師
会
「
養
生
の
ス
ス
メ
」

係
ま
で
お
便
り
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

裁
判
所
事
務
官
採
用

Ⅲ
種
試
験
の
お
知
ら
せ

裁
判
所
で
は
、
平
成
20
年
度
裁

判
所
事
務
官
採
用
Ⅲ
種
試
験
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

◆
受
験
資
格

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方◆
募
集
人
員

東
京
高
等
裁
判
所
の
管
轄
区
域

で
約
20
人

◆
第
１
次
試
験

９
月
14
日
（
日
）
教
養
試
験
、

適
性
試
験
、
作
文
試
験

◆
第
２
次
試
験

第
１
次
試
験
の
合
格
者
に
つ
い

て
行
い
ま
す

◆
受
験
申
込
み
に
つ
い
て

宇
都
宮
地
方
裁
判
所
本
庁
ま
た

は
各
支
部
に
備
え
付
け
て
あ
る
申

込
書
を
、
７
月
15
日
（
火
）
か
ら

７
月
23
日
（
水
）〔
７
月
23
日
の

消
印
有
効
〕
ま
で
に
簡
易
書
留
郵

便
ま
た
は
配
達
記
録
郵
便
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

宇
都
宮
地
方
裁
判
所
事
務
局

総
務
課
人
事
第
一
係

1
６
２
１
│
２
１
１
１

塩
谷
郡
市
医
師
会
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

養
生
の
ス
ス
メ

第
14
回

救
急
外
来
と

コ
ン
ビ
ニ
受
診

「
救
急
医
療
崩
壊
を

食
い
止
め
る
た
め
に
」

黒
須
病
院
外
科

民み

上か
み

英
俊
ひ
で
と
し

（
さ
く
ら
市
）

栃木県商工会連合会登録
リフォーム事業所

住まいの

お問い合わせは

下記、又は
商工会まで！見積無料

直通電話 028-675-2219

◆問合せ先
町秘書広報課　広報公聴担当
1675－8102

Eメール　kouhou@town.takanezawa.tochigi.jp

「広報たかねざわ」に
広告を載せませんか！
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本紙は環境に配慮し再生紙と大豆油インキを
使用しています。

（7月誕生編）
※満5歳までのアイドルを募集しています。た
だし、お１人1回の掲載とさせていただいてお
ります。町秘書広報課まで電話連絡ください。
※お子様の敬称は「ちゃん」で統一させてい
ただきます。

先
月
中
旬
の
こ
と
、
生
ま
れ
て
初
め
て
ホ

タ
ル
を
見
ま
し
た
。

「
こ
の
辺
り
か
な
」
と
教
え
て
も
ら
っ
た

場
所
へ
向
か
っ
た
の
は
夜
の
９
時
を
過
ぎ

た
頃
。
暗
闇
の
中
、
水
路
沿
い
の
道
を
歩

き
始
め
て
間
も
な
く
、
50
ｍ
程
前
方
に
４

つ
、
５
つ
緑
色
を
帯
び
た
丸
い
光
が
ほ
の
か

に
灯
る
の
が
見
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
物

の
ホ
タ
ル
を
見
た
こ
と
の
な
い
私
に
と
っ

て
、
そ
れ
が
ホ
タ
ル
の
放
つ
光
だ
と
気
付
く

ま
で
に
は
、
少
し
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

歩
み
を
進
め
る
と
、
想
像
し
て
い
た
よ
り

は
る
か
に
た
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
。
ふ
わ
り
ふ

わ
り
と
流
れ
る
よ
う
に
舞
う
鮮
や
か
な
緑
の

光
と
そ
の
残
像
は
、
一
帯
を
幻
想
的
な
空

気
に
包
み
込
ん
で
い
ま
す
。

時
折
、
夫
婦
や
子
ど
も
連
れ
の
家
族
と

す
れ
違
い
ま
し
た
。
暗
闇
の
中
で
、
顔
は
わ

か
ら
な
い
け
れ
ど
自
然
と
お
互
い
に
「
こ
ん

ば
ん
は
」
の
挨
拶
。
そ
こ
に
は
安
心
感
と
和

や
か
な
時
間
の
流
れ
が
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

帰
り
際
、「
来
年
は
家
族
で
見
に
来
る
ぞ
」

そ
ん
な
こ
と
考
え
て
い
た
ら
、
ホ
タ
ル
が
自

生
で
き
る
環
境
を
保
全
し
よ
う
と
努
力
し

て
い
る
地
元
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

と
、
そ
の
努
力
を
無
に
し
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
思
い
が
胸
に
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

帰
り
の
車
中
、
通
り
過
ぎ
た
信
号
機
の

緑
色
に
さ
え
「
あ
っ
、
ホ
タ
ル
…
」。
そ
ん

な
フ
ワ
フ
ワ
し
た
不
思
議
な
感
覚
の
ま
ま
家

路
に
つ
い
た
の
で
し
た
。

（
あ

き
）

広
報
た
か
ね
ざ
わ

７
月
号（
平
成
20
年
７
月
５
日
発
行
）
■
企
画
編
集
／
高
根
沢
町
秘
書
広
報
課
　
　
　
　
栃
木
県
塩
谷
郡
高
根
沢
町
大
字
石
末
２
０
５
３
　
1
０
２
８（
６
７
５
）８
１
０
２

宝積寺
湯家谷建二Q絵里華さんの子
怜央（れお）ちゃん　
（平成16年7月11日生）

宝石台
森　宣夫Q友美さんの子
七海（ななみ）ちゃん　
（平成17年7月14日生）

宝積寺
大竹真人Q寛子さんの子
利玖（りく）ちゃん　
（平成19年7月9日生）

町のうごき

平成20年６月１日現在　　前月比
世　帯　数
人　　　口
 　（内）　男
  女

世帯
人
人
人

11,158
30,884
16,020
14,864

＋ 7
－19
－ 6
－13

へ

　法的な困りごとは、まず、法テラスにお電話ください。解決に役立つ情報を提供
したり、法律相談の窓口を紹介します。また、資力の乏しい方に対しては、無料で
法律相談を行い、裁判、調停、交渉の代理人として弁護士・司法書士を依頼する
必要がある場合には、審査のうえ、弁護士等を紹介し、その費用を立替えます。

○法テラス栃木（日本司法支援センター栃木地方事務所）
　　住所　宇都宮市本町 4-15 宇都宮NI ビル 2階
　　1　　０５０－３３８３－５３９５
  　 （月～金曜日 9:00～12:00、13:00～16:00）

○法テラスコールセンター　1０５７０－０７８３７４
　　 （月～金曜日 9:00～21:00、土曜日 9:00～17:00）

お な や み な し




